
興福寺中金堂再建・法相柱柱絵完成記念

興福寺の寺宝と畠中光享展 

Ⅰ 展示活動

１ 企画展

●会期 平成 年 月 日 土 ～ 月 日 日

●主催等 主催：茨城県天心記念五浦美術館，法相宗大本

山興福寺，日本経済新聞社， ジャパン

協力： 森精機，南都銀行

後援：茨城新聞社，朝日新聞水戸総局，毎日新

聞水戸支局，読売新聞水戸支局，産経新

聞社水戸支局，東京新聞水戸支局，

ＮＨＫ水戸放送局 株式会社茨城放送，

北茨城市

●ポスター

●チラシ

●図録 縦 ×横 頁

●開催日数 日間

●入場者数 人

●観覧料 一般 円／高大生 円

小中生 円

※ 内は 名以上の団体料金

●出品点数 全 件（総数 点）

●内容解説

法相宗大本山興福寺の中金堂の内陣には，法相宗の祖師
を描いた「法相柱」という柱が存在していたことが数々の
史料に記されている。興福寺ならびに日本経済新聞社は，
仏教に造詣が深い日本画家の畠中光享に祖師画の制作を依
頼，平成の法相柱再興に取り組んできた。本展覧会では奉
納に先立ち，祖師画を初公開するとともに，興福寺の寺宝，
畠中光享の代表作・新作も展観した。
●担当 塩田釈雄 学芸員

●関連事業

多川文彦氏，畠中光享氏によるギャラリートーク

日時 月 日 土 ： ～

畠中光享氏サイン会
日時 月 日 土 ： ～

ワークショップ「散華を描く」

日時 月 日 日 ～

講師 畠中光享

森谷英俊師 興福寺副貫首 講演会｢興福寺の歩み｣

日時 月 日 日 ： ～ ：

展覧会担当によるギャラリートーク

日時 月 日 土 ～ 分程度

興福寺僧侶によるお話「興福寺の歴史」

日時 月 日 日 ～ 月 日 日

月 日 金 ～ 月 日 日

～ ， ～

講師 ザイレ暁映、大森俊貫

ワークショップ「おかしな和菓子をつくろう」

日時 月 日 金・祝 ： ～ ， ～

来て・見て・発見 アートツアー

日時 月 日 土 ： ～ 分程度

●関連記事

・興福寺展 あすから北茨城・五浦美術館で

４月７日【毎日新聞】

・興福寺の柱絵披露 きょうから 県五浦美術館

４月８日【朝日新聞】

・興福寺の柱絵 間近に 五浦美術館企画展で公開

４月 日【読売新聞】

・興福寺の寺宝と畠中光享展 県五浦美術館で初公開

４月 日【茨城新聞】

・「興福寺の寺宝と畠中光享」展 明日 日まで，

天心記念五浦美術館で ５月 日【常陽リビング】

●関連放送

・「興福寺の寺宝と畠中光享展」 月 日【 福島放送】

図録 ポスター チラシ

出品作品一覧

興福寺寺宝 件 点

№ 作品名 制作年 西暦 材質・技法 形状 大きさ（ ） 所蔵

１ 菩薩立像 平安時代 世紀
木造漆箔

木造彩色
２軀

像高

像高
興福寺

２ 地蔵菩薩立像 鎌倉時代 世紀 木造彩色 軀 像高 興福寺

３ 聖徳太子立像 江戸時代 ～ 世紀 木造彩色 軀 像高 興福寺

４ 解脱上人画像 江戸時代 ～ 世紀 紙本着色 幅 × 興福寺

５ 尋尊僧正画像 室町時代 世紀 絹本着色 幅 × 興福寺

６ 法相曼荼羅図 室町時代 世紀 絹本着色 幅 × 興福寺

７ 絵馬

（東金堂奉納）

優闐王唐獅子図 大永元年 板絵彩色

７枚

×

興福寺

優闐王唐獅子図 大永 年 板絵彩色 ×

優闐王唐獅子図 文禄 年 板絵彩色 ×

優闐王唐獅子図 慶長 年 板絵彩色 ×

優闐王唐獅子図 寛永 年 板絵彩色 ×

繋馬図 寛永 年 板絵彩色 ×

薬壺 寛永 年 板絵彩色 ×

８ 大織冠画像 江戸時代 世紀 絹本着色 １面 × 興福寺

９ 春日鹿曼荼羅図 江戸時代 ～ 世紀 絹本着色 １幅 × 興福寺

春日曼荼羅図 鎌倉時代 ～ 世紀 絹本着色 １幅 × 興福寺

軒瓦

奈良時代 土製

８点

軒丸瓦直径

軒平瓦横幅

興福寺

平安時代 土製
軒丸瓦直径

軒平瓦横幅

鎌倉時代 土製
軒丸瓦直径

軒平瓦横幅

室町時代 土製
軒丸瓦直径

軒平瓦横幅

中金堂再建模型 平成 年 木造 １点
高 ・幅

奥行
興福寺

畠中光享作品 件 点

１ 興福寺中金堂

法相柱柱絵

無著菩薩

平成 年 紙本・岩絵具 パネル

枚

×

個人

世親菩薩 ×

護法論師 ×

戒賢論師 ×

玄奘三蔵 ×

慈恩大師 ×

淄州大師 ×

濮陽大師 ×

玄昉僧正 ×

善珠僧正 ×

別當行賀 ×

真興上綱 ×

權別當蔵俊 ×

解脱上人 ×

展示活動 企画展

興福寺中金堂再建・法相柱柱絵完成記念

興福寺の寺宝と畠中光享展 
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●主催等 主催：茨城県天心記念五浦美術館，法相宗大本

山興福寺，日本経済新聞社， ジャパン
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●観覧料 一般 円／高大生 円
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史料に記されている。興福寺ならびに日本経済新聞社は，
仏教に造詣が深い日本画家の畠中光享に祖師画の制作を依
頼，平成の法相柱再興に取り組んできた。本展覧会では奉
納に先立ち，祖師画を初公開するとともに，興福寺の寺宝，
畠中光享の代表作・新作も展観した。
●担当 塩田釈雄 学芸員
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多川文彦氏，畠中光享氏によるギャラリートーク

日時 月 日 土 ： ～

畠中光享氏サイン会
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ワークショップ「散華を描く」
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・興福寺展 あすから北茨城・五浦美術館で

４月７日【毎日新聞】

・興福寺の柱絵披露 きょうから 県五浦美術館

４月８日【朝日新聞】

・興福寺の柱絵 間近に 五浦美術館企画展で公開
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・「興福寺の寺宝と畠中光享」展 明日 日まで，

天心記念五浦美術館で ５月 日【常陽リビング】

●関連放送
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図録 ポスター チラシ

箱根・芦ノ湖 成川美術館所蔵

平松礼二展
―響きあう光と色彩

Ⅰ 展示活動

１ 企画展

●会期 平成 年 月 日 土 ～ 月 日 日

●主催等 主催：茨城県天心記念五浦美術館

協力：箱根・芦ノ湖 成川美術館

後援：茨城新聞社，朝日新聞水戸総局，毎日新

聞水戸支局，読売新聞水戸支局，産経新

聞社水戸支局，東京新聞水戸支局，

水戸放送局，北茨城市

●ポスター

●チラシ

●鑑賞ガイド 頁

●開催日数 日間

●入場者数 人

●観覧料 一般 円／高大生 円

小中生 円

※ 内は 名以上の団体料金

●出品点数 日本画 点、素描 点

●内容解説

現代日本画壇を代表する画家の一人である平松礼二は，
伝統絵画の琳派を現代感覚で蘇らせた「路」や「睡蓮」シ
リーズなど独自の風景画や花鳥画を描き，近年にフランス
のジヴェルニー印象派美術館 年 やドイツのベルリン
国立アジア美術館 年 で個展を開催して成功するなど
国内のみならずヨーロッパでも注目されている。本展は平
松礼二の国内最大のコレクションを有する箱根・芦ノ湖 成
川美術館の協力により，初期から近作までの大作を含む作
品を展示し，その多彩な芸術を紹介した。

●担当 横山智絵 主任学芸主事

●関連事業

特別ギャラリートーク
日時 月 日 日 午前 時 分～
講師 平松礼二

平松礼二サイン会
日時 月 日 日 午前 時 分～

展覧会担当者によるギャラリートーク

日時 月 日 土 月 日 日

各日共 午後 時 分～

●関連記事

・平松礼二さん大作集う 日から五浦美術館

月 日【読売新聞】

・平松礼二氏の作品 日本画・素描 点 県天心記念五

浦美術館 月 日【朝日新聞】

・箱根・芦ノ湖 成川美術館 平松礼二展―響きあう光と

色彩 月 日【新美術新聞】

・平松礼二展 茨城県天心記念五浦美術館

月 日【両毛新聞】

・茨城県天心記念五浦美術館で平松礼二展 ギャラリー

トークに多くのファンが来場

【月刊美術 月号 】

●関連放送

・「いわきおもしろミュージアム」 月 日【 いわき】

・「はらぺこキッズ」 月 日【 ひたち】

ポスター チラシ 鑑賞ガイド（表）
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興福寺の寺宝と畠中光享展 

Ⅰ 展示活動

１ 企画展

●会期 平成 年 月 日 土 ～ 月 日 日

●主催等 主催：茨城県天心記念五浦美術館，法相宗大本

山興福寺，日本経済新聞社， ジャパン

協力： 森精機，南都銀行
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聞水戸支局，読売新聞水戸支局，産経新

聞社水戸支局，東京新聞水戸支局，

ＮＨＫ水戸放送局 株式会社茨城放送，

北茨城市

●ポスター

●チラシ

●図録 縦 ×横 頁

●開催日数 日間

●入場者数 人

●観覧料 一般 円／高大生 円

小中生 円

※ 内は 名以上の団体料金

●出品点数 全 件（総数 点）

●内容解説

法相宗大本山興福寺の中金堂の内陣には，法相宗の祖師
を描いた「法相柱」という柱が存在していたことが数々の
史料に記されている。興福寺ならびに日本経済新聞社は，
仏教に造詣が深い日本画家の畠中光享に祖師画の制作を依
頼，平成の法相柱再興に取り組んできた。本展覧会では奉
納に先立ち，祖師画を初公開するとともに，興福寺の寺宝，
畠中光享の代表作・新作も展観した。
●担当 塩田釈雄 学芸員

●関連事業

多川文彦氏，畠中光享氏によるギャラリートーク

日時 月 日 土 ： ～

畠中光享氏サイン会
日時 月 日 土 ： ～

ワークショップ「散華を描く」

日時 月 日 日 ～

講師 畠中光享

森谷英俊師 興福寺副貫首 講演会｢興福寺の歩み｣

日時 月 日 日 ： ～ ：

展覧会担当によるギャラリートーク

日時 月 日 土 ～ 分程度

興福寺僧侶によるお話「興福寺の歴史」

日時 月 日 日 ～ 月 日 日

月 日 金 ～ 月 日 日

～ ， ～

講師 ザイレ暁映、大森俊貫

ワークショップ「おかしな和菓子をつくろう」

日時 月 日 金・祝 ： ～ ， ～

来て・見て・発見 アートツアー

日時 月 日 土 ： ～ 分程度

●関連記事

・興福寺展 あすから北茨城・五浦美術館で

４月７日【毎日新聞】

・興福寺の柱絵披露 きょうから 県五浦美術館

４月８日【朝日新聞】

・興福寺の柱絵 間近に 五浦美術館企画展で公開

４月 日【読売新聞】

・興福寺の寺宝と畠中光享展 県五浦美術館で初公開

４月 日【茨城新聞】

・「興福寺の寺宝と畠中光享」展 明日 日まで，

天心記念五浦美術館で ５月 日【常陽リビング】

●関連放送

・「興福寺の寺宝と畠中光享展」 月 日【 福島放送】

図録 ポスター チラシ

出品作品一覧

興福寺寺宝 件 点

№ 作品名 制作年 西暦 材質・技法 形状 大きさ（ ） 所蔵

１ 菩薩立像 平安時代 世紀
木造漆箔

木造彩色
２軀

像高

像高
興福寺

２ 地蔵菩薩立像 鎌倉時代 世紀 木造彩色 軀 像高 興福寺

３ 聖徳太子立像 江戸時代 ～ 世紀 木造彩色 軀 像高 興福寺

４ 解脱上人画像 江戸時代 ～ 世紀 紙本着色 幅 × 興福寺

５ 尋尊僧正画像 室町時代 世紀 絹本着色 幅 × 興福寺

６ 法相曼荼羅図 室町時代 世紀 絹本着色 幅 × 興福寺

７ 絵馬

（東金堂奉納）

優闐王唐獅子図 大永元年 板絵彩色

７枚

×

興福寺

優闐王唐獅子図 大永 年 板絵彩色 ×

優闐王唐獅子図 文禄 年 板絵彩色 ×

優闐王唐獅子図 慶長 年 板絵彩色 ×

優闐王唐獅子図 寛永 年 板絵彩色 ×

繋馬図 寛永 年 板絵彩色 ×

薬壺 寛永 年 板絵彩色 ×

８ 大織冠画像 江戸時代 世紀 絹本着色 １面 × 興福寺

９ 春日鹿曼荼羅図 江戸時代 ～ 世紀 絹本着色 １幅 × 興福寺

春日曼荼羅図 鎌倉時代 ～ 世紀 絹本着色 １幅 × 興福寺

軒瓦

奈良時代 土製

８点

軒丸瓦直径

軒平瓦横幅

興福寺

平安時代 土製
軒丸瓦直径

軒平瓦横幅

鎌倉時代 土製
軒丸瓦直径

軒平瓦横幅

室町時代 土製
軒丸瓦直径

軒平瓦横幅

中金堂再建模型 平成 年 木造 １点
高 ・幅

奥行
興福寺

畠中光享作品 件 点

１ 興福寺中金堂

法相柱柱絵

無著菩薩

平成 年 紙本・岩絵具 パネル

枚

×

個人

世親菩薩 ×

護法論師 ×

戒賢論師 ×

玄奘三蔵 ×

慈恩大師 ×

淄州大師 ×

濮陽大師 ×

玄昉僧正 ×

善珠僧正 ×

別當行賀 ×

真興上綱 ×

權別當蔵俊 ×

解脱上人 ×

展示活動 企画展

興福寺中金堂再建・法相柱柱絵完成記念

興福寺の寺宝と畠中光享展 

Ⅰ 展示活動

１ 企画展

●会期 平成 年 月 日 土 ～ 月 日 日

●主催等 主催：茨城県天心記念五浦美術館，法相宗大本

山興福寺，日本経済新聞社， ジャパン

協力： 森精機，南都銀行

後援：茨城新聞社，朝日新聞水戸総局，毎日新

聞水戸支局，読売新聞水戸支局，産経新

聞社水戸支局，東京新聞水戸支局，

ＮＨＫ水戸放送局 株式会社茨城放送，

北茨城市

●ポスター

●チラシ

●図録 縦 ×横 頁

●開催日数 日間

●入場者数 人

●観覧料 一般 円／高大生 円

小中生 円

※ 内は 名以上の団体料金

●出品点数 全 件（総数 点）

●内容解説

法相宗大本山興福寺の中金堂の内陣には，法相宗の祖師
を描いた「法相柱」という柱が存在していたことが数々の
史料に記されている。興福寺ならびに日本経済新聞社は，
仏教に造詣が深い日本画家の畠中光享に祖師画の制作を依
頼，平成の法相柱再興に取り組んできた。本展覧会では奉
納に先立ち，祖師画を初公開するとともに，興福寺の寺宝，
畠中光享の代表作・新作も展観した。
●担当 塩田釈雄 学芸員

●関連事業

多川文彦氏，畠中光享氏によるギャラリートーク

日時 月 日 土 ： ～

畠中光享氏サイン会
日時 月 日 土 ： ～

ワークショップ「散華を描く」

日時 月 日 日 ～

講師 畠中光享

森谷英俊師 興福寺副貫首 講演会｢興福寺の歩み｣

日時 月 日 日 ： ～ ：

展覧会担当によるギャラリートーク

日時 月 日 土 ～ 分程度

興福寺僧侶によるお話「興福寺の歴史」

日時 月 日 日 ～ 月 日 日

月 日 金 ～ 月 日 日

～ ， ～

講師 ザイレ暁映、大森俊貫

ワークショップ「おかしな和菓子をつくろう」

日時 月 日 金・祝 ： ～ ， ～

来て・見て・発見 アートツアー

日時 月 日 土 ： ～ 分程度

●関連記事

・興福寺展 あすから北茨城・五浦美術館で

４月７日【毎日新聞】

・興福寺の柱絵披露 きょうから 県五浦美術館

４月８日【朝日新聞】

・興福寺の柱絵 間近に 五浦美術館企画展で公開

４月 日【読売新聞】

・興福寺の寺宝と畠中光享展 県五浦美術館で初公開

４月 日【茨城新聞】

・「興福寺の寺宝と畠中光享」展 明日 日まで，

天心記念五浦美術館で ５月 日【常陽リビング】

●関連放送

・「興福寺の寺宝と畠中光享展」 月 日【 福島放送】

図録 ポスター チラシ

箱根・芦ノ湖 成川美術館所蔵

平松礼二展
―響きあう光と色彩

Ⅰ 展示活動

１ 企画展

●会期 平成 年 月 日 土 ～ 月 日 日

●主催等 主催：茨城県天心記念五浦美術館

協力：箱根・芦ノ湖 成川美術館

後援：茨城新聞社，朝日新聞水戸総局，毎日新

聞水戸支局，読売新聞水戸支局，産経新

聞社水戸支局，東京新聞水戸支局，

水戸放送局，北茨城市

●ポスター

●チラシ

●鑑賞ガイド 頁

●開催日数 日間

●入場者数 人

●観覧料 一般 円／高大生 円

小中生 円

※ 内は 名以上の団体料金

●出品点数 日本画 点、素描 点

●内容解説

現代日本画壇を代表する画家の一人である平松礼二は，
伝統絵画の琳派を現代感覚で蘇らせた「路」や「睡蓮」シ
リーズなど独自の風景画や花鳥画を描き，近年にフランス
のジヴェルニー印象派美術館 年 やドイツのベルリン
国立アジア美術館 年 で個展を開催して成功するなど
国内のみならずヨーロッパでも注目されている。本展は平
松礼二の国内最大のコレクションを有する箱根・芦ノ湖 成
川美術館の協力により，初期から近作までの大作を含む作
品を展示し，その多彩な芸術を紹介した。

●担当 横山智絵 主任学芸主事

●関連事業

特別ギャラリートーク
日時 月 日 日 午前 時 分～
講師 平松礼二

平松礼二サイン会
日時 月 日 日 午前 時 分～

展覧会担当者によるギャラリートーク

日時 月 日 土 月 日 日

各日共 午後 時 分～

●関連記事

・平松礼二さん大作集う 日から五浦美術館

月 日【読売新聞】

・平松礼二氏の作品 日本画・素描 点 県天心記念五

浦美術館 月 日【朝日新聞】

・箱根・芦ノ湖 成川美術館 平松礼二展―響きあう光と

色彩 月 日【新美術新聞】

・平松礼二展 茨城県天心記念五浦美術館

月 日【両毛新聞】

・茨城県天心記念五浦美術館で平松礼二展 ギャラリー

トークに多くのファンが来場

【月刊美術 月号 】

●関連放送

・「いわきおもしろミュージアム」 月 日【 いわき】

・「はらぺこキッズ」 月 日【 ひたち】

ポスター チラシ 鑑賞ガイド（表）
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№ 作品名 制作年 西暦 材質・技法 形状 大きさ（ ） 所蔵

２ 維摩空を説く 平成 年 綿本・岩絵具 二曲一双屛風 各 × 個人

３

諸々の苦難に堪えて恐れることなく犀

の角のようにただ独り歩め（スッタニ

パータ第１章３節 句より）

平成 年 綿本・岩絵具 パネル × 個人

４ 降魔 平成 年 麻本・岩絵具 パネル ×
真宗大谷派

浄徳寺

５ 待つ人（スジャータ） 平成 年 綿本・岩絵具 二曲一隻屛風 × 個人

６ 私は行く 平成 年 綿本・岩絵具 二曲一隻屛風 × 個人

７
利益を欲して学ぶのではない（スッタニ

パータ第 章 節 句より）
平成 年 綿本・岩絵具 二曲一隻屛風 × 個人

８ マーヤ 平成 年
綿本・岩絵具

金箔・金砂子
パネル × 個人

９ 成道の樹 平成 年 紙本・岩絵具・墨 襖８面 × 大中寺

一灯 平成 年 麻本・岩絵具 四曲一双屛風 各 × 個人

立ちつつも、歩みつつも、坐しつつも、

臥しつつも、眠らないでいる限りは、こ

の慈しみの心づかいをしっかりとたもて

（スッタニパータ第１章８節 慈しみより）

平成 年 麻本・岩絵具・墨 二曲一隻屛風が 各 × 個人

濁水に汚されない蓮のように 平成 年 麻本・岩絵具 二曲一隻屛風が 各 × 個人

清らかな平静と安らいとを得て犀の角

のようにただ独り歩め（スッタニパータ

第１章３節 句より）

平成 年 麻本・岩絵具・墨 二曲一双屛風 各 ×

真宗大谷派

林高寺

竹林精舎の説法（晨朝） 平成 年 麻本・岩絵具・墨 二曲一双屛風 各 × 個人

林住禅定 平成 年 絹本金箔地・墨・金泥 六曲一双屛風 各 × 個人

雲乗散華 平成 年
紙本・岩絵具・金箔・

金砂子
二曲一双屛風 各 × 個人

帰去来（往相・還相） 平成 年
紙本金箔地・墨

一部岩絵具
六曲一双屛風 各 × 個人

雲乗供華 平成 年
絹本・岩絵具

金箔・金砂子
パネル × 個人

四門 平成 年 紙本・岩絵具 四曲一隻屛風 × 個人

禅河懐流 平成 年
絹本金箔地・墨

一部岩絵具
六曲一双屛風 各 × 個人

寂静 阿弥陀経説法趾 平成 年 紙本・岩絵具・墨 襖 面 ×
真宗大谷派

浄満寺

散華 平成９年
絹本・岩絵具

金箔・金砂子
四曲一隻屛風 × 個人

出山 平成８年 綿本・岩絵具 パネル × 個人

塩の行進 平成 年 綿本・岩絵具 パネル × 井筒興兵衛

寒い雨 平成 年 綿本・岩絵具 パネル × 個人

とぶ時 平成 年 綿本・岩絵具 パネル × 個人

仏陀とアングリマーラ ―私はとどまって

いるのに汝は歩いていると言う―
平成 年

絹本金箔地・墨

一部岩絵具
六曲一隻屛風 ×

茨城県近代

美術館

展示活動 企画展

現代日本画の精鋭展

●関連事業

展覧会担当によるギャラリートーク

日時 月 日 日 月 日 土

各日共 ～ 分程度

開館 周年記念ワークショップ「海を描こう」

日時 月 日 土）・ 日 日

講師 間島秀徳 日本画家

来て・見て・発見 アートツアー

日時 月 日 土 ： ～ 分程度

対象 小中学生

開館 周年記念コンサート《第 弾》

「マリンバアンサンブルコンサート」

日時 月 日 日

出演

第 部 ： ～，第 部 ： ～

●関連記事

・現代日本画の精鋭展 茨城県天心記念五浦美術館

月 日【両毛新聞】

・現代日本画の魅力楽しんで 北茨城で「精鋭展」

月 日【読売新聞】

・現代日本画の精鋭展 県五浦美術館

月 日【茨城新聞】

・｢現代日本画の精鋭展｣ 県天心記念五浦美術館

月 日【よみうりタウンニュース】

●関連放送

・｢ 県域ニュース｣ 月 日【 水戸放送局】

・｢ テレ 日曜美術館アートシーン｣

月 日【 テレ】

ポスター チラシ

●会期 平成 年 月 日 金 ～ 月 日 日

●主催 茨城県天心記念五浦美術館

●ポスター

●チラシ

●開催日数 日

●入場者数 人

●観覧料 一般 円／高大生 円

小中生 円

※ 内は 名以上の団体料金

●出品点数 日本画 点

●内容解説

現代の日本画家は伝統的な表現を取り入れるだけでなく，

従来の枠にとらわれない斬新な手法に挑むなど，新たな絵画

表現を求めて飽くなき探求を続けている。本展では現代を代

表する画家による平成以降の日本画の優品を紹介した。

写実に基づきながら優美な花鳥画を描いている那波多目功

一や西田俊英。身近な自然を心象風景として昇華させている

浅野均や松本祐子。国外に取材したエキゾチックな人物像が

印象的な梅原幸雄や高橋天山。さらに，従来の日本画とは違

った素材を取り入れた抽象的作品を制作する岡村桂三郎や間

島秀徳まで，展示する画家と表現の内容は多岐にわたる。

所属するグループや表現方法も違う日本画家たちの共演と

なる本展では，画家それぞれのエネルギーが込められた大画

面の作品が並び，多様化する表現の魅力を示すものとなった。

●担当 永宮勤士 副主任学芸員

展示活動 企画展
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№ 作品名 制作年 西暦 材質・技法 形状 大きさ（ ） 所蔵

２ 維摩空を説く 平成 年 綿本・岩絵具 二曲一双屛風 各 × 個人

３

諸々の苦難に堪えて恐れることなく犀

の角のようにただ独り歩め（スッタニ

パータ第１章３節 句より）

平成 年 綿本・岩絵具 パネル × 個人

４ 降魔 平成 年 麻本・岩絵具 パネル ×
真宗大谷派

浄徳寺

５ 待つ人（スジャータ） 平成 年 綿本・岩絵具 二曲一隻屛風 × 個人

６ 私は行く 平成 年 綿本・岩絵具 二曲一隻屛風 × 個人

７
利益を欲して学ぶのではない（スッタニ

パータ第 章 節 句より）
平成 年 綿本・岩絵具 二曲一隻屛風 × 個人

８ マーヤ 平成 年
綿本・岩絵具

金箔・金砂子
パネル × 個人

９ 成道の樹 平成 年 紙本・岩絵具・墨 襖８面 × 大中寺

一灯 平成 年 麻本・岩絵具 四曲一双屛風 各 × 個人

立ちつつも、歩みつつも、坐しつつも、

臥しつつも、眠らないでいる限りは、こ

の慈しみの心づかいをしっかりとたもて

（スッタニパータ第１章８節 慈しみより）

平成 年 麻本・岩絵具・墨 二曲一隻屛風が 各 × 個人

濁水に汚されない蓮のように 平成 年 麻本・岩絵具 二曲一隻屛風が 各 × 個人

清らかな平静と安らいとを得て犀の角

のようにただ独り歩め（スッタニパータ

第１章３節 句より）

平成 年 麻本・岩絵具・墨 二曲一双屛風 各 ×

真宗大谷派

林高寺

竹林精舎の説法（晨朝） 平成 年 麻本・岩絵具・墨 二曲一双屛風 各 × 個人

林住禅定 平成 年 絹本金箔地・墨・金泥 六曲一双屛風 各 × 個人

雲乗散華 平成 年
紙本・岩絵具・金箔・

金砂子
二曲一双屛風 各 × 個人

帰去来（往相・還相） 平成 年
紙本金箔地・墨

一部岩絵具
六曲一双屛風 各 × 個人

雲乗供華 平成 年
絹本・岩絵具

金箔・金砂子
パネル × 個人

四門 平成 年 紙本・岩絵具 四曲一隻屛風 × 個人

禅河懐流 平成 年
絹本金箔地・墨

一部岩絵具
六曲一双屛風 各 × 個人

寂静 阿弥陀経説法趾 平成 年 紙本・岩絵具・墨 襖 面 ×
真宗大谷派

浄満寺

散華 平成９年
絹本・岩絵具

金箔・金砂子
四曲一隻屛風 × 個人

出山 平成８年 綿本・岩絵具 パネル × 個人

塩の行進 平成 年 綿本・岩絵具 パネル × 井筒興兵衛

寒い雨 平成 年 綿本・岩絵具 パネル × 個人

とぶ時 平成 年 綿本・岩絵具 パネル × 個人

仏陀とアングリマーラ ―私はとどまって

いるのに汝は歩いていると言う―
平成 年

絹本金箔地・墨

一部岩絵具
六曲一隻屛風 ×

茨城県近代

美術館

展示活動 企画展

現代日本画の精鋭展

●関連事業

展覧会担当によるギャラリートーク

日時 月 日 日 月 日 土

各日共 ～ 分程度

開館 周年記念ワークショップ「海を描こう」

日時 月 日 土）・ 日 日

講師 間島秀徳 日本画家

来て・見て・発見 アートツアー

日時 月 日 土 ： ～ 分程度

対象 小中学生

開館 周年記念コンサート《第 弾》

「マリンバアンサンブルコンサート」

日時 月 日 日

出演

第 部 ： ～，第 部 ： ～

●関連記事

・現代日本画の精鋭展 茨城県天心記念五浦美術館

月 日【両毛新聞】

・現代日本画の魅力楽しんで 北茨城で「精鋭展」

月 日【読売新聞】

・現代日本画の精鋭展 県五浦美術館

月 日【茨城新聞】

・｢現代日本画の精鋭展｣ 県天心記念五浦美術館

月 日【よみうりタウンニュース】

●関連放送

・｢ 県域ニュース｣ 月 日【 水戸放送局】

・｢ テレ 日曜美術館アートシーン｣

月 日【 テレ】

ポスター チラシ

●会期 平成 年 月 日 金 ～ 月 日 日

●主催 茨城県天心記念五浦美術館

●ポスター

●チラシ

●開催日数 日

●入場者数 人

●観覧料 一般 円／高大生 円

小中生 円

※ 内は 名以上の団体料金

●出品点数 日本画 点

●内容解説

現代の日本画家は伝統的な表現を取り入れるだけでなく，

従来の枠にとらわれない斬新な手法に挑むなど，新たな絵画

表現を求めて飽くなき探求を続けている。本展では現代を代

表する画家による平成以降の日本画の優品を紹介した。

写実に基づきながら優美な花鳥画を描いている那波多目功

一や西田俊英。身近な自然を心象風景として昇華させている

浅野均や松本祐子。国外に取材したエキゾチックな人物像が

印象的な梅原幸雄や高橋天山。さらに，従来の日本画とは違

った素材を取り入れた抽象的作品を制作する岡村桂三郎や間

島秀徳まで，展示する画家と表現の内容は多岐にわたる。

所属するグループや表現方法も違う日本画家たちの共演と

なる本展では，画家それぞれのエネルギーが込められた大画

面の作品が並び，多様化する表現の魅力を示すものとなった。

●担当 永宮勤士 副主任学芸員

展示活動 企画展
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出品作品一覧

№ 作者名 生没年 作品名 制作年 材質・技法・形状 大きさ ㎝ 所蔵

那波多目 功一 惜春 平成 年 紙本・彩色・額装 × 個人

福井 爽人 明 平成 年 紙本・彩色・額装 × 個人

福井 爽人 星のオアシス 平成 年 紙本・彩色・額装 × 個人

小嶋 悠司 穢土 平成 年
麻布・岩絵具，膠，

デトランプ・額装
× 個人

梅原 幸雄 線香花火 平成 年 紙本・彩色・額装 × 個人

梅原 幸雄 花筏 平成 年 紙本・彩色・額装 × 個人

西田 俊英 華孔雀 平成 年 紙本・彩色・額装 × 個人

高橋 天山 ザンスカール 平成 年 紙本・彩色・額装 × 個人

浅野 均 早行寒気 平成元年 紙本・彩色・額装 × 個人

浅野 均 高原風光 平成 年 紙本・彩色・額装 × 個人

宮 いつき ふたり 平成 年 紙本・彩色・額装 × 個人

宮 いつき 晩夏 平成 年 紙本・彩色・額装 × 個人

松本 祐子 春の始まる時 平成 年 紙本・彩色・額装 × 個人

岡村 桂三郎 白澤 平成 年 板・岩絵具・屛風仕立て × × 個人

松生 歩 天地を結ぶもの 平成 年 紙本・彩色・パネル装 × 個人

間島 秀徳 平成 年
麻紙・アクリル，水，墨，

顔料，樹脂膠・パネル装
× 個人

小田野 尚之 来客 平成 年 紙本・彩色・額装 × 個人

清水 由朗 幕電 平成 年 紙本・彩色・額装 × 個人

伴戸 玲伊子 いびつなかたちをした土地 平成 年 紙本・彩色・額装 × 個人

展示活動 企画展

三百六十度の世界

松本哲男展

●会期 平成 年 月 日 土 ～ 月 日 日

●主催等 主催：茨城県天心記念五浦美術館

助成：一般財団法人地域創造

後援：茨城新聞社，毎日新聞水戸支局，読売新聞

水戸支局，朝日新聞水戸総局，産経新聞社

水戸支局，東京新聞水戸支局，ＮＨＫ水戸

放送局，株式会社茨城放送，北茨城市

●ポスター

●チラシ

●開催日数 日

●図録 縦 ×横 頁

●入場者数 人

●観覧料 一般 円／高大生 円

小中生 円

※ 内は 名以上の団体料金

●出品点数 全 点 日本画 点，素描 点

●内容解説

院展を中心に活躍した松本哲男 は，画家自

身が語る「三百六十度の世界」，すなわち，自らを取り

囲む，前後上下左右全てを描き続けた日本画家である。

松本は，描きたい対象に向き合い，納得いくまで写生を

続けるという制作スタイルを貫いた。写生とは言っても，

目に見える風景を客観的に凝視して描くだけではなく，

「地べた」に腰を下ろしてその場の空気や風，におい，

気温など全身で感じ取った自然の存在をも描こうとした。

この制作スタイルは，初期の那須の風景にはじまり，素

朴で雄大なアジアの風景，《マチュピチュ》などの世界

遺産や世界三大瀑布というように描く対象が大きくなっ

ていっても徹底された。こうして，横 メートルにも及

ぶ大作《ヴィクトリア・フォールズ》や横 メートルの

《イグアス》など，これまでの日本画の世界にない臨場

感あふれる画面を創り上げていった。晩年には，主題を

古代文明に拡げ，エジプト，南米などの遺跡に取材した

作品を発表した。

松本哲男が 年に没してから，その画業を振り返る

初の機会となる本展覧会では，院展出品作を中心に創作

エネルギーに溢れる日本画 点，及び関連素描を紹介し

た。

●担当 富永京子 首席学芸主事

●関連事業

来て・見て・発見！アートツアー

日時 月 日 土 ～

対象 小中学生

展覧会担当によるギャラリートーク

日時 月 日 日 ， 月 日 土 ～

開館 周年記念ワークショップ「美術館に龍をとばそう」

日時 月 日 土 ： ～ ：

月 日 日 ： ～ ：

場所 茨城県県北生涯学習センター

オープンワークショップ「墨もよう 缶バッジ」

日時 月 日 金 ・ 日 土 ： ～ ：

●関連記事

・巨大な滝， 度表現 日本画家 松本哲男氏の回顧展

月 日【茨城新聞】

・日本画・松本哲男さん回顧展 北茨城で没後初

月 日【読売新聞】

・三百六十度の世界 松本哲男展

月 日【新美術新聞】

・故 松本哲男さん回顧展 日まで 北茨城市の天心

記念五浦美術館 月 日【下野新聞】

●関連放送

・｢ 県域ニュース｣ 月 日【 水戸放送局】

・｢はらぺこキッズ｣ 月 日【 ひたち】

図録 ポスター チラシ

展示活動 企画展

三百六十度の世界

松本哲男展

●会期 平成 年 月 日 土 ～ 月 日 日

●主催等 主催：茨城県天心記念五浦美術館

助成：一般財団法人地域創造

後援：茨城新聞社，毎日新聞水戸支局，読売新聞

水戸支局，朝日新聞水戸総局，産経新聞社

水戸支局，東京新聞水戸支局，ＮＨＫ水戸

放送局，株式会社茨城放送，北茨城市

●ポスター

●チラシ

●開催日数 日

●図録 縦 ×横 頁

●入場者数 人

●観覧料 一般 円／高大生 円

小中生 円

※ 内は 名以上の団体料金

●出品点数 全 点 日本画 点，素描 点

●内容解説

院展を中心に活躍した松本哲男 は，画家自

身が語る「三百六十度の世界」，すなわち，自らを取り

囲む，前後上下左右全てを描き続けた日本画家である。

松本は，描きたい対象に向き合い，納得いくまで写生を

続けるという制作スタイルを貫いた。写生とは言っても，

目に見える風景を客観的に凝視して描くだけではなく，

「地べた」に腰を下ろしてその場の空気や風，におい，

気温など全身で感じ取った自然の存在をも描こうとした。

この制作スタイルは，初期の那須の風景にはじまり，素

朴で雄大なアジアの風景，《マチュピチュ》などの世界

遺産や世界三大瀑布というように描く対象が大きくなっ

ていっても徹底された。こうして，横 メートルにも及

ぶ大作《ヴィクトリア・フォールズ》や横 メートルの

《イグアス》など，これまでの日本画の世界にない臨場

感あふれる画面を創り上げていった。晩年には，主題を

古代文明に拡げ，エジプト，南米などの遺跡に取材した

作品を発表した。

松本哲男が 年に没してから，その画業を振り返る

初の機会となる本展覧会では，院展出品作を中心に創作

エネルギーに溢れる日本画 点，及び関連素描を紹介し

た。

●担当 富永京子 首席学芸主事

●関連事業

来て・見て・発見！アートツアー

日時 月 日 土 ～

対象 小中学生

展覧会担当によるギャラリートーク

日時 月 日 日 ， 月 日 土 ～

開館 周年記念ワークショップ「美術館に龍をとばそう」

日時 月 日 土 ： ～ ：

月 日 日 ： ～ ：

場所 茨城県県北生涯学習センター

オープンワークショップ「墨もよう 缶バッジ」

日時 月 日 金 ・ 日 土 ： ～ ：

●関連記事

・巨大な滝， 度表現 日本画家 松本哲男氏の回顧展

月 日【茨城新聞】

・日本画・松本哲男さん回顧展 北茨城で没後初

月 日【読売新聞】

・三百六十度の世界 松本哲男展

月 日【新美術新聞】

・故 松本哲男さん回顧展 日まで 北茨城市の天心

記念五浦美術館 月 日【下野新聞】

●関連放送

・｢ 県域ニュース｣ 月 日【 水戸放送局】

・｢はらぺこキッズ｣ 月 日【 ひたち】

図録 ポスター チラシ

展示活動 企画展
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三百六十度の世界

松本哲男展

●会期 平成 年 月 日 土 ～ 月 日 日

●主催等 主催：茨城県天心記念五浦美術館

助成：一般財団法人地域創造

後援：茨城新聞社，毎日新聞水戸支局，読売新聞

水戸支局，朝日新聞水戸総局，産経新聞社

水戸支局，東京新聞水戸支局，ＮＨＫ水戸

放送局，株式会社茨城放送，北茨城市

●ポスター

●チラシ

●開催日数 日

●図録 縦 ×横 頁

●入場者数 人

●観覧料 一般 円／高大生 円

小中生 円

※ 内は 名以上の団体料金

●出品点数 全 点 日本画 点，素描 点

●内容解説

院展を中心に活躍した松本哲男 は，画家自

身が語る「三百六十度の世界」，すなわち，自らを取り

囲む，前後上下左右全てを描き続けた日本画家である。

松本は，描きたい対象に向き合い，納得いくまで写生を

続けるという制作スタイルを貫いた。写生とは言っても，

目に見える風景を客観的に凝視して描くだけではなく，

「地べた」に腰を下ろしてその場の空気や風，におい，

気温など全身で感じ取った自然の存在をも描こうとした。

この制作スタイルは，初期の那須の風景にはじまり，素

朴で雄大なアジアの風景，《マチュピチュ》などの世界

遺産や世界三大瀑布というように描く対象が大きくなっ

ていっても徹底された。こうして，横 メートルにも及

ぶ大作《ヴィクトリア・フォールズ》や横 メートルの

《イグアス》など，これまでの日本画の世界にない臨場

感あふれる画面を創り上げていった。晩年には，主題を

古代文明に拡げ，エジプト，南米などの遺跡に取材した

作品を発表した。

松本哲男が 年に没してから，その画業を振り返る

初の機会となる本展覧会では，院展出品作を中心に創作

エネルギーに溢れる日本画 点，及び関連素描を紹介し

た。

●担当 富永京子 首席学芸主事

●関連事業

来て・見て・発見！アートツアー

日時 月 日 土 ～

対象 小中学生

展覧会担当によるギャラリートーク

日時 月 日 日 ， 月 日 土 ～

開館 周年記念ワークショップ「美術館に龍をとばそう」

日時 月 日 土 ： ～ ：

月 日 日 ： ～ ：

場所 茨城県県北生涯学習センター

オープンワークショップ「墨もよう 缶バッジ」

日時 月 日 金 ・ 日 土 ： ～ ：

●関連記事

・巨大な滝， 度表現 日本画家 松本哲男氏の回顧展

月 日【茨城新聞】

・日本画・松本哲男さん回顧展 北茨城で没後初

月 日【読売新聞】

・三百六十度の世界 松本哲男展

月 日【新美術新聞】

・故 松本哲男さん回顧展 日まで 北茨城市の天心

記念五浦美術館 月 日【下野新聞】

●関連放送

・｢ 県域ニュース｣ 月 日【 水戸放送局】

・｢はらぺこキッズ｣ 月 日【 ひたち】

図録 ポスター チラシ

展示活動 企画展

三百六十度の世界

松本哲男展

●会期 平成 年 月 日 土 ～ 月 日 日

●主催等 主催：茨城県天心記念五浦美術館

助成：一般財団法人地域創造

後援：茨城新聞社，毎日新聞水戸支局，読売新聞

水戸支局，朝日新聞水戸総局，産経新聞社

水戸支局，東京新聞水戸支局，ＮＨＫ水戸

放送局，株式会社茨城放送，北茨城市

●ポスター

●チラシ

●開催日数 日

●図録 縦 ×横 頁

●入場者数 人

●観覧料 一般 円／高大生 円

小中生 円

※ 内は 名以上の団体料金

●出品点数 全 点 日本画 点，素描 点

●内容解説

院展を中心に活躍した松本哲男 は，画家自

身が語る「三百六十度の世界」，すなわち，自らを取り

囲む，前後上下左右全てを描き続けた日本画家である。

松本は，描きたい対象に向き合い，納得いくまで写生を

続けるという制作スタイルを貫いた。写生とは言っても，

目に見える風景を客観的に凝視して描くだけではなく，

「地べた」に腰を下ろしてその場の空気や風，におい，

気温など全身で感じ取った自然の存在をも描こうとした。

この制作スタイルは，初期の那須の風景にはじまり，素

朴で雄大なアジアの風景，《マチュピチュ》などの世界

遺産や世界三大瀑布というように描く対象が大きくなっ

ていっても徹底された。こうして，横 メートルにも及

ぶ大作《ヴィクトリア・フォールズ》や横 メートルの

《イグアス》など，これまでの日本画の世界にない臨場

感あふれる画面を創り上げていった。晩年には，主題を

古代文明に拡げ，エジプト，南米などの遺跡に取材した

作品を発表した。

松本哲男が 年に没してから，その画業を振り返る

初の機会となる本展覧会では，院展出品作を中心に創作

エネルギーに溢れる日本画 点，及び関連素描を紹介し

た。

●担当 富永京子 首席学芸主事

●関連事業

来て・見て・発見！アートツアー

日時 月 日 土 ～

対象 小中学生

展覧会担当によるギャラリートーク

日時 月 日 日 ， 月 日 土 ～

開館 周年記念ワークショップ「美術館に龍をとばそう」

日時 月 日 土 ： ～ ：

月 日 日 ： ～ ：

場所 茨城県県北生涯学習センター

オープンワークショップ「墨もよう 缶バッジ」

日時 月 日 金 ・ 日 土 ： ～ ：

●関連記事

・巨大な滝， 度表現 日本画家 松本哲男氏の回顧展

月 日【茨城新聞】

・日本画・松本哲男さん回顧展 北茨城で没後初

月 日【読売新聞】

・三百六十度の世界 松本哲男展

月 日【新美術新聞】

・故 松本哲男さん回顧展 日まで 北茨城市の天心

記念五浦美術館 月 日【下野新聞】

●関連放送

・｢ 県域ニュース｣ 月 日【 水戸放送局】

・｢はらぺこキッズ｣ 月 日【 ひたち】

図録 ポスター チラシ

展示活動 企画展
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出品作品一覧

作品名 制作年 材質・技法・形状 大きさ 所蔵

第１章 初期作品

岩舟山 紙本・彩色・額装 ×

冬山 紙本・彩色・額装 ×

冬山 紙本・彩色・額装 × 宇都宮美術館

那須野原 紙本・彩色・額装 ×

叢林 紙本・彩色・額装 × 日光市

山 紙本・彩色・額装 × 栃木県立美術館

巌 紙本・彩色・額装 × 佐野市立吉澤記念美術館

第２章 海外風景との出会い、ふるさとへの回帰

桂林 紙本・彩色・額装 ×
さくら市ミュージアム

－荒井寛方記念館－

大同石佛 紙本・彩色・額装 × 宇都宮美術館

黄山雷動 紙本・彩色・額装 × 佐久市立近代美術館

タシ・ルンポ寺 チベット シガツェ 紙本・彩色・四曲一隻屛風 × 株式会社西邑画廊

淨韻・日光 紙本・彩色・額装 × 宇都宮美術館

アジャンタ 紙本・彩色・額装 ×

トレド 紙本・彩色・額装 × 天童市美術館

ラダック・天 紙本・彩色・額装 ×

幽谷 スコットランド・グレンコー 紙本・彩色・六曲一隻屛風 × 株式会社ヤマタネ

レ・ボー 紙本・彩色・四曲一隻屛風 ×

アイリッシュ・トゥリー 紙本・彩色・額装 ×

富嶽・静 紙本・彩色・八曲一隻屛風 ×

那智 紙本・彩色・額装 ×

三春滝桜 －色即是空－ ～ 紙本・彩色・額装 × 宇都宮美術館

マチュピチュ 紙本・彩色・額装 ×

田沢湖の桜 紙本・彩色・額装 ×

第３章 大自然への取り組み グランド・キャニオンから世界三大瀑布へ

地から宙 グランド・キャニオン 紙本・彩色・額装 × 宇都宮美術館

グランド・キャニオン 紙本・彩色・額装 ×

月明ナイアガラ 紙本・彩色・額装 ×

睨 イグアスの瀧 紙本・彩色・額装 × 宇都宮美術館

ナイアガラ 紙本・彩色・額装 ×

ヴィクトリア・フォールズ アフリカ ～ 紙本・彩色・額装 ×

イグアス ブラジル ～ 紙本・彩色・パネル × 佐久市立近代美術館

展示活動 企画展

作品名 制作年 材質・技法・形状 大きさ 所蔵

第４章 古代文明への憧れ

アルハンブラ 紙本・彩色・額装 ×

樹 イースター島 紙本・彩色・額装 ×

天空 紙本・彩色・額装 ×

文明・エジプト 紙本・彩色・額装 ×

エアーズロック 紙本・彩色・額装 ×
東京オペラシティ

アートギャラリー

アンコール・ワット 紙本・彩色・額装 ×

シナイ山 紙本・彩色・額装 ×
公益財団法人

吉野石膏美術振興財団

我譜（マヤ 神聖文字階段） 紙本・彩色・額装 ×

素描

ポタラ宮 紙・鉛筆・色鉛筆 ×

カイラサナータ 頃 紙・鉛筆・色鉛筆 ×

エローラ 頃 紙・鉛筆 ×

デカン高原 頃 紙・鉛筆・色鉛筆 ×

ラダック 紙・鉛筆・額装 ×

アイリッシュ・トゥリー 紙・鉛筆 ×

展示活動 企画展

展示活動 企画展
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作品名 制作年 材質・技法・形状 大きさ 所蔵

第４章 古代文明への憧れ

アルハンブラ 紙本・彩色・額装 ×

樹 イースター島 紙本・彩色・額装 ×

天空 紙本・彩色・額装 ×

文明・エジプト 紙本・彩色・額装 ×

エアーズロック 紙本・彩色・額装 ×
東京オペラシティ

アートギャラリー

アンコール・ワット 紙本・彩色・額装 ×

シナイ山 紙本・彩色・額装 ×
公益財団法人

吉野石膏美術振興財団

我譜（マヤ 神聖文字階段） 紙本・彩色・額装 ×

素描

ポタラ宮 紙・鉛筆・色鉛筆 ×

カイラサナータ 頃 紙・鉛筆・色鉛筆 ×

エローラ 頃 紙・鉛筆 ×

デカン高原 頃 紙・鉛筆・色鉛筆 ×

ラダック 紙・鉛筆・額装 ×

アイリッシュ・トゥリー 紙・鉛筆 ×

展示活動 企画展

展示活動 企画展
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ひとのかたち
―人物表現を味わう―

●担当 塩田釈雄 学芸員

●関連事業

展覧会担当によるギャラリートーク

日時 月 日 土 月 日 土

各日共 ～ 分程度

第 回トワイライトコンサート

｢ファゴットとピアノの調べ｣

日時 月 日（土） ： ～

演奏者 皆神陽太 ファゴット ・澤辺明音 ピアノ

来て・見て・発見 アートツアー

日時 月 日 土 ： ～ 分程度

対象 小中学生

●関連記事

・ひとのかたち 茨城県天心記念五浦美術館

月 日【両毛新聞】

・「企画展『ひとのかたち～人物表現を味わう』」

月 日【茨城朝日】

・「ひとのかたち～人物表現を味わう」県天心記念五浦

美術館 月 日【茨城新聞】

・「ひとのかたち～人物表現を味わう～」

月号【定年時代】

●関連放送

・｢ いばっチャオ！｣

月 日【 水戸放送局】

ポスター チラシ

●会期 平成 年 月 日（金）～ 月 日（日）

●主催 茨城県天心記念五浦美術館

●ポスター

●チラシ

●開催日数 日

●入場者数 人

●観覧料 一般 円／高大生 円

小中生 円

※ 内は 名以上の団体料金

●出品点数 日本画，油彩画，版画，彫刻 全 点

●内容解説

人物をいかに表現するかは，芸術にとって重要なテーマ

のひとつである。自分自身や家族，友人をモデルにした作

品をはじめ，物語や歴史上の人物を想像しながら表したも

の，あるいは人間の存在を根源的に問うものまで，その表

現のあり方は様々である。本展では，肖像，視線，身体と

いう３つのキーワードによって人物表現の魅力に迫り，

様々な「ひとのかたち」を紹介します。五浦の作家をはじ

めとする日本画のほか，油彩画，版画，彫刻の優品，全

点の「人物表現を味わう」ことができる展覧会となった。

展示活動 企画展

出品作品一覧

№ 作家 作品名 制作年 材質・技法・形状 大きさ ㎝ 所蔵

第１章 肖像～誰かの像～

二世 五姓田芳柳 一世芳柳明治天皇描くの図 不詳 紙本・彩色・軸装 × ＊

鈴木芳子 私の像 紙本・彩色・額装 ×
いわき市立

美術館

中村彝 多湖実敏氏像 油彩・麻布・額装 × ＊

朝井閑右衛門 アトリエにおける木内克 油彩・麻布・額装 × ＊

古賀春江 婦人 頃 水彩・紙・額装 × ＊

森村泰昌 肖像（ゴッホ）
カラー写真プリント・

透明メディム・額装
× 個人

中原悌二郎 若きカフカス人 ブロンズ × × ＊

木内克 自刻像（生活） テラコッタ × × ＊

ウジェーヌ・カリエール 「習作」または「絵画」 油彩・麻布・額装 × ＊

オディロン・ルドン

Ⅱ 聖アントワーヌ：主よ！助

けたまえ！（『聖アントワーヌ

の誘惑』第 集より）

リトグラフ・紙・額装 × 個人

オディロン・ルドン

Ⅶ 大智はわがものとなった！

私は仏陀になった 『聖アント

ワーヌの誘惑』第 集より

リトグラフ・紙・額装 × 個人

オディロン・ルドン

ここにいますはお恵み深い女神

様，山にいますイダの女神だ 『聖

アントワーヌの誘惑』第 集より

リトグラフ・紙・額装 × 個人

オディロン・ルドン

Ⅵ 私はいつまでも偉大なイシス！まだ

誰も私のヴェールをかかげたものはいな

い！私の果実が太陽なのだ 『聖アント

ワーヌの誘惑』第 集より

リトグラフ・紙・額装 × 個人

オディロン・ルドン

Ⅷ アントワーヌ：これらすべての目的

は何だろう？悪魔：目的などないのだ

（『聖アントワーヌの誘惑』第 章より）

リトグラフ・紙・額装 × 個人

オディロン・ルドン

Ⅸ ついに太陽が現れる…そして，まる

い太陽のただなかに，イエス・キリスト

の顔が光りかがやく（『聖アントワーヌ

の誘惑』第 章より）

リトグラフ・紙・額装 × 個人

第２章 視線～その行方～

下村観山 大原之露 絹本・彩色・軸装 × ＊

木村武山 熊野 絹本・彩色・軸装 × ＊

鏑木清方 夏の女客 絹本・彩色・軸装 × ＊

鏑木清方 花ざかり 絹本・彩色・軸装 × ＊

小林古径 壺 絹本・彩色・額装 × ＊

安田靫彦 源氏若紫 絹本・彩色・軸装 × ＊

國司華子 忘レ物ノ行方 紙本・彩色・額装 × ＊

井手康人 奏園 紙本・彩色・額装 × ＊

武部雅子 あずける 紙本・彩色・額装 × ＊

宮北千織 うつろふ 紙本・彩色・額装 × ＊

展示活動 企画展
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出品作品一覧

№ 作家 作品名 制作年 材質・技法・形状 大きさ ㎝ 所蔵

第１章 肖像～誰かの像～

二世 五姓田芳柳 一世芳柳明治天皇描くの図 不詳 紙本・彩色・軸装 × ＊

鈴木芳子 私の像 紙本・彩色・額装 ×
いわき市立

美術館

中村彝 多湖実敏氏像 油彩・麻布・額装 × ＊

朝井閑右衛門 アトリエにおける木内克 油彩・麻布・額装 × ＊

古賀春江 婦人 頃 水彩・紙・額装 × ＊

森村泰昌 肖像（ゴッホ）
カラー写真プリント・

透明メディム・額装
× 個人

中原悌二郎 若きカフカス人 ブロンズ × × ＊

木内克 自刻像（生活） テラコッタ × × ＊

ウジェーヌ・カリエール 「習作」または「絵画」 油彩・麻布・額装 × ＊

オディロン・ルドン

Ⅱ 聖アントワーヌ：主よ！助

けたまえ！（『聖アントワーヌ

の誘惑』第 集より）

リトグラフ・紙・額装 × 個人

オディロン・ルドン

Ⅶ 大智はわがものとなった！

私は仏陀になった 『聖アント

ワーヌの誘惑』第 集より

リトグラフ・紙・額装 × 個人

オディロン・ルドン

ここにいますはお恵み深い女神

様，山にいますイダの女神だ 『聖

アントワーヌの誘惑』第 集より

リトグラフ・紙・額装 × 個人

オディロン・ルドン

Ⅵ 私はいつまでも偉大なイシス！まだ

誰も私のヴェールをかかげたものはいな

い！私の果実が太陽なのだ 『聖アント

ワーヌの誘惑』第 集より

リトグラフ・紙・額装 × 個人

オディロン・ルドン

Ⅷ アントワーヌ：これらすべての目的

は何だろう？悪魔：目的などないのだ

（『聖アントワーヌの誘惑』第 章より）

リトグラフ・紙・額装 × 個人

オディロン・ルドン

Ⅸ ついに太陽が現れる…そして，まる

い太陽のただなかに，イエス・キリスト

の顔が光りかがやく（『聖アントワーヌ

の誘惑』第 章より）

リトグラフ・紙・額装 × 個人

第２章 視線～その行方～

下村観山 大原之露 絹本・彩色・軸装 × ＊

木村武山 熊野 絹本・彩色・軸装 × ＊

鏑木清方 夏の女客 絹本・彩色・軸装 × ＊

鏑木清方 花ざかり 絹本・彩色・軸装 × ＊

小林古径 壺 絹本・彩色・額装 × ＊

安田靫彦 源氏若紫 絹本・彩色・軸装 × ＊

國司華子 忘レ物ノ行方 紙本・彩色・額装 × ＊

井手康人 奏園 紙本・彩色・額装 × ＊

武部雅子 あずける 紙本・彩色・額装 × ＊

宮北千織 うつろふ 紙本・彩色・額装 × ＊

展示活動 企画展

出品作品一覧

№ 作家 作品名 制作年 材質・技法・形状 大きさ ㎝ 所蔵

第１章 肖像～誰かの像～

二世 五姓田芳柳 一世芳柳明治天皇描くの図 不詳 紙本・彩色・軸装 × ＊

鈴木芳子 私の像 紙本・彩色・額装 ×
いわき市立

美術館

中村彝 多湖実敏氏像 油彩・麻布・額装 × ＊

朝井閑右衛門 アトリエにおける木内克 油彩・麻布・額装 × ＊

古賀春江 婦人 頃 水彩・紙・額装 × ＊

森村泰昌 肖像（ゴッホ）
カラー写真プリント・

透明メディム・額装
× 個人

中原悌二郎 若きカフカス人 ブロンズ × × ＊

木内克 自刻像（生活） テラコッタ × × ＊

ウジェーヌ・カリエール 「習作」または「絵画」 油彩・麻布・額装 × ＊

オディロン・ルドン

Ⅱ 聖アントワーヌ：主よ！助

けたまえ！（『聖アントワーヌ

の誘惑』第 集より）

リトグラフ・紙・額装 × 個人

オディロン・ルドン

Ⅶ 大智はわがものとなった！

私は仏陀になった 『聖アント

ワーヌの誘惑』第 集より

リトグラフ・紙・額装 × 個人

オディロン・ルドン

ここにいますはお恵み深い女神

様，山にいますイダの女神だ 『聖

アントワーヌの誘惑』第 集より

リトグラフ・紙・額装 × 個人

オディロン・ルドン

Ⅵ 私はいつまでも偉大なイシス！まだ

誰も私のヴェールをかかげたものはいな

い！私の果実が太陽なのだ 『聖アント

ワーヌの誘惑』第 集より

リトグラフ・紙・額装 × 個人

オディロン・ルドン

Ⅷ アントワーヌ：これらすべての目的

は何だろう？悪魔：目的などないのだ

（『聖アントワーヌの誘惑』第 章より）

リトグラフ・紙・額装 × 個人

オディロン・ルドン

Ⅸ ついに太陽が現れる…そして，まる

い太陽のただなかに，イエス・キリスト

の顔が光りかがやく（『聖アントワーヌ

の誘惑』第 章より）

リトグラフ・紙・額装 × 個人

第２章 視線～その行方～

下村観山 大原之露 絹本・彩色・軸装 × ＊

木村武山 熊野 絹本・彩色・軸装 × ＊

鏑木清方 夏の女客 絹本・彩色・軸装 × ＊

鏑木清方 花ざかり 絹本・彩色・軸装 × ＊

小林古径 壺 絹本・彩色・額装 × ＊

安田靫彦 源氏若紫 絹本・彩色・軸装 × ＊

國司華子 忘レ物ノ行方 紙本・彩色・額装 × ＊

井手康人 奏園 紙本・彩色・額装 × ＊

武部雅子 あずける 紙本・彩色・額装 × ＊

宮北千織 うつろふ 紙本・彩色・額装 × ＊

展示活動 企画展
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開館 周年記念

龍を描く－天地の気
●会期 平成 年 月 日 水 ～ 月 日 日

●主催等 主催：茨城県天心記念五浦美術館

後援：茨城新聞社，毎日新聞水戸支局，読売新

聞水戸支局，朝日新聞水戸総局，産経新

聞社水戸支局，東京新聞水戸支局，ＮＨ

Ｋ水戸放送局，株式会社茨城放送，北茨

城市

●ポスター

●チラシ ， つ折

●図録 縦 ×横 ㎝ 頁

●開催日数 日

●入場者数 人

●観覧料 一般 円／高大生 円

小中生 円

※ 内は 名以上の団体料金

●出品点数 日本画 点

●内容解説

伝説上の動物である龍は，インドや東南アジア，中央ア

ジアではナーガとして，ヨーロッパではドラゴンとして，

そして中国や朝鮮，日本では龍と呼ばれ語り継がれ，様々

な姿形に表現されてきた。特に中国の影響を受けた日本で

は，蛇のような長い胴と大きな鱗，鷹のような鋭い爪を持

ち，角や髭を生やした姿で描かれている。龍は信仰の対象

でもあり，インドから伝わった龍王をはじめ，水神と融合

するなど民間でも広く親しまれてきた。

日本美術においては古くから寺院を中心に，火災から建

物を守るため天井画として，あるいは観音や羅漢とともに

描かれてきた。さらには，水墨による雲龍図や龍虎図，絵

巻に描かれた物語の中の龍というように幅広く描かれ，

人々に親しまれてきた。明治以降，日本画家たちは西洋写

実の導入をはじめ，構図や表現法を自ら創出することで近

代的な表現を生み出したが，伝統的な龍という主題をどの

ようにとらえ，空想上の存在をいかに描くのかが課題であ

ったと言えよう。一方，東洋美術の特徴である写意や気韻

生動を岡倉天心は大切にしたが，これらは聖獣である龍を

描くに当たって欠くことのできない要素となっている。本

展では，伝統的東洋画の主題，龍を近世から現代にいたる

名作の数々によって紹介しながら，伝統的であるがゆえに，

個性的な｢龍図｣に取り組む画家たちの姿にスポットを当て

ていった。

ところで，岡倉天心は晩年に制作した釣り船を｢龍王丸｣

と名付けている。さらに，五浦からほど近い平潟の漁師の

ため橋本永邦に｢八大龍王図｣を描かせて自らも賛をしてお

り，龍神信仰に少なからず傾倒していたことがうかがえる。

こうした資料類も併せて展示することで，天心の龍への想

いも紹介した。

寺院の障壁画や天井画として龍図は多く描かれているが，

実際の堂内でなければ味わえないこれらの作品をこの展覧

会ではできるだけ再現できるような試みも行った。岐阜・

瑞龍寺の土屋 一による床の間絵と襖絵８面を堂内の様子

を再現しながら展示したり，縦６ｍ横８ｍに及ぶ菅原健彦

｢雷龍図｣を天井に設置したりするなど，来館者がこれら龍

図の迫力を体感できるような展示を行い，その魅力をあま

すところなく紹介していった。

●担当 中田智則 首席学芸員

●関連事業

開館 周年記念美術講演会 「龍に出会って」

日時 月 日 土 ～

講師 土屋 一 日本芸術院会員

開館 周年記念コンサート《第 弾》

「五浦に響く，うるわしの四重唱～ ～」

日時 月 日 金・祝 ～， ～

出演 ボーカルグループ「ルミナス」

開館 周年記念ワークショップ｢美術館に龍をとばそう

展示編 ｣

期日 月 日 水 ～ 月 日 日

開館 周年記念日本画実技講座「墨と紙との出会い」

日時 月 日 土 ～ 日 日 ～

講師 中野嘉之 多摩美術大学名誉教授

展覧会担当によるギャラリートーク

日時 月 日 土 ， 月 日 日

各日共 ～

●関連記事

・日本画に生きる「竜」 点 開館 周年の県五浦美術館

月 日【朝日新聞】

・｢龍を描く｣展 茨城県天心記念美術館

月 日【両毛新聞】

・龍の魅力，多彩な表現 日本画の名品一堂に

県五浦美術館 月 日【茨城新聞】

・多彩な｢龍｣展示 県天心記念五浦美術館

月 日【茨城新聞】

・深遠な龍図の宇宙 体感 県五浦美術館開館 年展

中世から現代，多彩な表現 月 日【茨城新聞】

・｢龍｣の軌跡 名品 点 五浦美術館 周年企画展

月 日【読売新聞】

●関連放送

・「 秒スポットＣＭ」 月 日～ 月 日

【福島中央テレビ】

・｢はらぺこキッズ｣ 月 日【 ひたち】

・「ゴジてれ ！」 月 日【福島中央テレビ】

・「ゴジてれ ！」 月 日【福島中央テレビ】

・「 日曜美術館アートシーン」

月 日【 テレ】

・「 県域ニュース」 月 日【 水戸放送局】

№ 作家 作品名 制作年 材質・技法・形状 大きさ ㎝ 所蔵

第３章 身体～表現される身体～

小杉未醒 楽人と踊子 頃
紙本・金地・彩色・屛

風（二曲一双）
各 × ＊

森田曠平 八丈のめならべ達
紙本・彩色・屛風（四

曲一隻）
× ＊

山口薫 裸婦 頃 油彩・麻布・額装 × ＊

榎戸庄衛 二重像 油彩・麻布・額装 × ＊

麻生三郎 歩く 油彩・麻布・額装 × ＊

中西利雄 彫刻と女 水彩・麻布・額装 × ＊

柳原義達 犬の唄 ブロンズ × × ＊

舟越保武 原の城 ブロンズ × × ＊

ジャン・デュビュッフェ 瞬間の定着

ビニール塗料・ペーパ

ーコラージュ・麻布・

額装

×
いわき市立

美術館

フランシス・ベーコン 鏡に映る記述する人 リトグラフ・紙・額装 ×
いわき市立

美術館

・所蔵先の＊は茨城県近代美術館蔵を表す。

展示活動 企画展
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開館 周年記念

龍を描く－天地の気
●会期 平成 年 月 日 水 ～ 月 日 日

●主催等 主催：茨城県天心記念五浦美術館

後援：茨城新聞社，毎日新聞水戸支局，読売新

聞水戸支局，朝日新聞水戸総局，産経新

聞社水戸支局，東京新聞水戸支局，ＮＨ

Ｋ水戸放送局，株式会社茨城放送，北茨

城市

●ポスター

●チラシ ， つ折

●図録 縦 ×横 ㎝ 頁

●開催日数 日

●入場者数 人

●観覧料 一般 円／高大生 円

小中生 円

※ 内は 名以上の団体料金

●出品点数 日本画 点

●内容解説

伝説上の動物である龍は，インドや東南アジア，中央ア

ジアではナーガとして，ヨーロッパではドラゴンとして，

そして中国や朝鮮，日本では龍と呼ばれ語り継がれ，様々

な姿形に表現されてきた。特に中国の影響を受けた日本で

は，蛇のような長い胴と大きな鱗，鷹のような鋭い爪を持

ち，角や髭を生やした姿で描かれている。龍は信仰の対象

でもあり，インドから伝わった龍王をはじめ，水神と融合

するなど民間でも広く親しまれてきた。

日本美術においては古くから寺院を中心に，火災から建

物を守るため天井画として，あるいは観音や羅漢とともに

描かれてきた。さらには，水墨による雲龍図や龍虎図，絵

巻に描かれた物語の中の龍というように幅広く描かれ，

人々に親しまれてきた。明治以降，日本画家たちは西洋写

実の導入をはじめ，構図や表現法を自ら創出することで近

代的な表現を生み出したが，伝統的な龍という主題をどの

ようにとらえ，空想上の存在をいかに描くのかが課題であ

ったと言えよう。一方，東洋美術の特徴である写意や気韻

生動を岡倉天心は大切にしたが，これらは聖獣である龍を

描くに当たって欠くことのできない要素となっている。本

展では，伝統的東洋画の主題，龍を近世から現代にいたる

名作の数々によって紹介しながら，伝統的であるがゆえに，

個性的な｢龍図｣に取り組む画家たちの姿にスポットを当て

ていった。

ところで，岡倉天心は晩年に制作した釣り船を｢龍王丸｣

と名付けている。さらに，五浦からほど近い平潟の漁師の

ため橋本永邦に｢八大龍王図｣を描かせて自らも賛をしてお

り，龍神信仰に少なからず傾倒していたことがうかがえる。

こうした資料類も併せて展示することで，天心の龍への想

いも紹介した。

寺院の障壁画や天井画として龍図は多く描かれているが，

実際の堂内でなければ味わえないこれらの作品をこの展覧

会ではできるだけ再現できるような試みも行った。岐阜・

瑞龍寺の土屋 一による床の間絵と襖絵８面を堂内の様子

を再現しながら展示したり，縦６ｍ横８ｍに及ぶ菅原健彦

｢雷龍図｣を天井に設置したりするなど，来館者がこれら龍

図の迫力を体感できるような展示を行い，その魅力をあま

すところなく紹介していった。

●担当 中田智則 首席学芸員

●関連事業

開館 周年記念美術講演会 「龍に出会って」

日時 月 日 土 ～

講師 土屋 一 日本芸術院会員

開館 周年記念コンサート《第 弾》

「五浦に響く，うるわしの四重唱～ ～」

日時 月 日 金・祝 ～， ～

出演 ボーカルグループ「ルミナス」

開館 周年記念ワークショップ｢美術館に龍をとばそう

展示編 ｣

期日 月 日 水 ～ 月 日 日

開館 周年記念日本画実技講座「墨と紙との出会い」

日時 月 日 土 ～ 日 日 ～

講師 中野嘉之 多摩美術大学名誉教授

展覧会担当によるギャラリートーク

日時 月 日 土 ， 月 日 日

各日共 ～

●関連記事

・日本画に生きる「竜」 点 開館 周年の県五浦美術館

月 日【朝日新聞】

・｢龍を描く｣展 茨城県天心記念美術館

月 日【両毛新聞】

・龍の魅力，多彩な表現 日本画の名品一堂に

県五浦美術館 月 日【茨城新聞】

・多彩な｢龍｣展示 県天心記念五浦美術館

月 日【茨城新聞】

・深遠な龍図の宇宙 体感 県五浦美術館開館 年展

中世から現代，多彩な表現 月 日【茨城新聞】

・｢龍｣の軌跡 名品 点 五浦美術館 周年企画展

月 日【読売新聞】

●関連放送

・「 秒スポットＣＭ」 月 日～ 月 日

【福島中央テレビ】

・｢はらぺこキッズ｣ 月 日【 ひたち】

・「ゴジてれ ！」 月 日【福島中央テレビ】

・「ゴジてれ ！」 月 日【福島中央テレビ】

・「 日曜美術館アートシーン」

月 日【 テレ】

・「 県域ニュース」 月 日【 水戸放送局】

№ 作家 作品名 制作年 材質・技法・形状 大きさ ㎝ 所蔵

第３章 身体～表現される身体～

小杉未醒 楽人と踊子 頃
紙本・金地・彩色・屛

風（二曲一双）
各 × ＊

森田曠平 八丈のめならべ達
紙本・彩色・屛風（四

曲一隻）
× ＊

山口薫 裸婦 頃 油彩・麻布・額装 × ＊

榎戸庄衛 二重像 油彩・麻布・額装 × ＊

麻生三郎 歩く 油彩・麻布・額装 × ＊

中西利雄 彫刻と女 水彩・麻布・額装 × ＊

柳原義達 犬の唄 ブロンズ × × ＊

舟越保武 原の城 ブロンズ × × ＊

ジャン・デュビュッフェ 瞬間の定着

ビニール塗料・ペーパ

ーコラージュ・麻布・

額装

×
いわき市立

美術館

フランシス・ベーコン 鏡に映る記述する人 リトグラフ・紙・額装 ×
いわき市立

美術館

・所蔵先の＊は茨城県近代美術館蔵を表す。

展示活動 企画展
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出品作品一覧

№ 制作者 等 作品名 制作年代 材質・技法・形状 大きさ（ｃｍ） 所蔵

序章 岡倉天心と龍

善女龍王像 室町時代 世紀 絹本・彩色・軸装 × 楽田寺

横山大観 双龍争珠 明治 年 絹本・彩色・軸装 × 横山大観記念館

橋本永邦 岡倉天心賛 八大龍王画 大正元 年 絹本・彩色・軸装 × 平潟小型船組合

横山大観米寿祝画集「八十八大龍王巻」

日本美術院絵画部・彫刻部同人合作
昭和 年 巻子 書画 枚貼込 横山大観記念館

第１章 龍図の展開

狩野派 龍虎図 室町時代 世紀
紙本・墨画・屛風六

曲一双
各 × 大阪市立美術館

狩野興以 観音・龍虎図 江戸時代 世紀 紙本・墨画・軸装 三幅 各 × 建福寺

源琦 双龍図押絵貼屛風 寛政 年
紙本・淡彩・屛風二

曲一隻
各 ×

京都府 京都文化

博物館管理

岸駒 龍虎図 文政 年頃 絹本・彩色・軸装 双幅 各 × 個人

吉村孝敬 雲龍図 文政 年 絹本・淡彩・軸装 ×
京都府 京都文化

博物館管理

岡本豊彦 六如賛 雲龍図 江戸時代 世紀 絹本・墨画・軸装 × 個人

林十江 昇竜図 江戸時代 世紀 紙本・墨画・軸装 × 個人

狩野永岳 富士山登龍図 嘉永 年 絹本・墨画・軸装 × 静岡県立美術館

岸竹堂 龍虎図 明治 年 絹本・墨画・軸装 双幅 各 × 總本山 本隆寺

狩野芳崖 龍虎 明治 年頃 紙本・墨画・軸装 双幅 各 × 東京藝術大学

河鍋暁斎 眠龍図 明治 年以降 紙本・墨画彩色・軸装 × 霊雲寺

河鍋暁斎 龍虎図屛風 明治 年以降
紙本・金地墨画・屛

風二曲一隻
× 板橋区立美術館

横山大観 或る日の太平洋 昭和 年 紙本・墨画彩色・軸装 × 横山大観記念館

都路華香 白龍図 昭和 年 紙本・墨画彩色・軸装 × 富山県水墨美術館

西郷孤月 登龍 明治 年頃 絹本・墨画・軸装 × 個人

荒井寛方 龍虎図 昭和 年
紙本・彩色・屛風二

曲一双
各 × 栃木県立美術館

今村紫紅 龍虎 大正 年 絹本・彩色・軸装 双幅
右 ×

左 ×

埼玉県立近代美

術館

川端龍子 渦潮 昭和 年 紙本・彩色・額装 ×
大田区立川端龍

子記念館

堅山南風 富士越之龍 昭和 年 紙本・墨画淡彩・額装 × 富山県水墨美術館

下保昭 象 昭和 年 紙本・彩色・額装 × 富山県水墨美術館

川﨑春彦 天駆ける 昭和 年 紙本・彩色・額装 × 山梨県立美術館

村松秀太郎 龍 昭和 年 紙本・彩色・額装 × 佐久市立近代美術館

中野嘉之 双水竜図 平成 年
紙 竹紙 ・墨 明墨・

乾隆墨 ・額装
× 作家

図録 ポスター チラシ 二つ折り プレチラシ

展示活動 企画展

№ 制作者 等 作品名 制作年代 材質・技法・形状 大きさ（ｃｍ） 所蔵

土屋 一 黒龍 平成 年 麻紙・岩絵具，墨 × 作家

岡村桂三郎 龍－降臨 － 平成 年 板・岩絵具 × × 作家

菅原健彦 雷龍図 平成 年
杉板・金箔，白亜，墨，

雁皮紙・パネル装
× 作家

第２章 龍の物語

｢元信｣印 琴高仙人・柳鷺・芦雁図 室町時代 世紀 紙本・墨画・軸装 三幅 各 × 泉屋博古館

吉村孝敬 琴高仙人図 天保 年 絹本・墨画淡彩・軸装 × 泉屋博古館

小泉斐 龍に馬師皇図 江戸時代 世紀
紙本・墨画・屛風六

曲一隻
× 明王寺

富岡鉄斎 六六鱗登龍門図 大正 年 紙本・墨画・軸装 × 個人

鈴木松年 神武天皇・素戔嗚尊図屛風 明治 年
絹本・彩色・屛風六

曲一双
各 × 個人

小堀鞆音 経政詣竹生島 明治 年 絹本・彩色・軸装 × 東京藝術大学

小川芋銭 老子 稿本 昭和 年頃 紙本・墨画淡彩・軸装 × 個人

小川芋銭 登龍門 昭和 年
紙本・墨画淡彩・軸

装
径

愛知県美術館 木村

定三コレクション

吉川霊華 離騒 大正 年
紙本・墨画淡彩・軸

装 双幅
各 ×

東京国立近代美

術館

尾竹国観 黄石公張良之図 明治 年頃
絹本・墨画淡彩・軸

装 双幅
各 × 泉屋博古館分館

橋本関雪 琴高騎鯉図 大正 年 絹本・彩色・軸装 × 華鴒大塚美術館

小林古径 竹生島 妙音
明治 ～

～ 年頃
絹本・彩色・軸装 × 福井県立美術館

第３章 仏画における龍

伝 月壺 白衣観音図 元時代１４世紀 絹本・墨画・軸装 × 岡山県立美術館

如意輪観音図 南北朝時代 世紀 絹本・彩色・軸装 × 正光院

十六羅漢図 南北朝時代 世紀 絹本・彩色・軸装 双幅 各 × 福井県立美術館

羅漢図 室町時代 世紀 絹本・彩色・軸装 双幅 各 × 福井県立美術館

狩野友信 羅漢 明治 年頃 絹本・彩色・軸装 × 東京藝術大学

下村観山 十六羅漢 明治 年頃 絹本・彩色・軸装 × 横浜美術館

下村観山 弁才天
明治 ～大正元

～ 年頃
絹本・彩色・軸装 × 水野美術館

下村観山 四眠 大正 年 絹本・彩色・軸装 × 横浜美術館

木村武山 弁財天 大正 年 絹本・彩色・軸装 × 茨城県近代美術館

川端龍子 倣赤不動 昭和 年 紙本・彩色・額装 ×
大田区立川端龍

子記念館

第４章 寺社建築と龍

川合玉堂
徳源寺開山堂天井画

「雲龍図」
大正 年頃 紙本・墨画淡彩・軸装 × 徳源寺

小泉淳作
建長寺法堂天井画

「雲龍図」小下図
平成 年 紙本・墨画・額装 × 横河電機株式会社

土屋 一
瑞龍寺本堂上間之間

障壁画「瑞龍図」
平成 年

麻紙・墨画淡彩・床

貼付，及び襖 面

床部分

×

右側面・襖 面

各 ×

背面・襖 面

各 ×

左側面・襖 面

各 ×

瑞龍寺

展示活動 企画展

出品作品一覧

№ 制作者 等 作品名 制作年代 材質・技法・形状 大きさ（ｃｍ） 所蔵

序章 岡倉天心と龍

善女龍王像 室町時代 世紀 絹本・彩色・軸装 × 楽田寺

横山大観 双龍争珠 明治 年 絹本・彩色・軸装 × 横山大観記念館

橋本永邦 岡倉天心賛 八大龍王画 大正元 年 絹本・彩色・軸装 × 平潟小型船組合

横山大観米寿祝画集「八十八大龍王巻」

日本美術院絵画部・彫刻部同人合作
昭和 年 巻子 書画 枚貼込 横山大観記念館

第１章 龍図の展開

狩野派 龍虎図 室町時代 世紀
紙本・墨画・屛風六

曲一双
各 × 大阪市立美術館

狩野興以 観音・龍虎図 江戸時代 世紀 紙本・墨画・軸装 三幅 各 × 建福寺

源琦 双龍図押絵貼屛風 寛政 年
紙本・淡彩・屛風二

曲一隻
各 ×

京都府 京都文化

博物館管理

岸駒 龍虎図 文政 年頃 絹本・彩色・軸装 双幅 各 × 個人

吉村孝敬 雲龍図 文政 年 絹本・淡彩・軸装 ×
京都府 京都文化

博物館管理

岡本豊彦 六如賛 雲龍図 江戸時代 世紀 絹本・墨画・軸装 × 個人

林十江 昇竜図 江戸時代 世紀 紙本・墨画・軸装 × 個人

狩野永岳 富士山登龍図 嘉永 年 絹本・墨画・軸装 × 静岡県立美術館

岸竹堂 龍虎図 明治 年 絹本・墨画・軸装 双幅 各 × 總本山 本隆寺

狩野芳崖 龍虎 明治 年頃 紙本・墨画・軸装 双幅 各 × 東京藝術大学

河鍋暁斎 眠龍図 明治 年以降 紙本・墨画彩色・軸装 × 霊雲寺

河鍋暁斎 龍虎図屛風 明治 年以降
紙本・金地墨画・屛

風二曲一隻
× 板橋区立美術館

横山大観 或る日の太平洋 昭和 年 紙本・墨画彩色・軸装 × 横山大観記念館

都路華香 白龍図 昭和 年 紙本・墨画彩色・軸装 × 富山県水墨美術館

西郷孤月 登龍 明治 年頃 絹本・墨画・軸装 × 個人

荒井寛方 龍虎図 昭和 年
紙本・彩色・屛風二

曲一双
各 × 栃木県立美術館

今村紫紅 龍虎 大正 年 絹本・彩色・軸装 双幅
右 ×

左 ×

埼玉県立近代美

術館

川端龍子 渦潮 昭和 年 紙本・彩色・額装 ×
大田区立川端龍

子記念館

堅山南風 富士越之龍 昭和 年 紙本・墨画淡彩・額装 × 富山県水墨美術館

下保昭 象 昭和 年 紙本・彩色・額装 × 富山県水墨美術館

川﨑春彦 天駆ける 昭和 年 紙本・彩色・額装 × 山梨県立美術館

村松秀太郎 龍 昭和 年 紙本・彩色・額装 × 佐久市立近代美術館

中野嘉之 双水竜図 平成 年
紙 竹紙 ・墨 明墨・

乾隆墨 ・額装
× 作家

図録 ポスター チラシ 二つ折り プレチラシ

展示活動 企画展
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№ 制作者 等 作品名 制作年代 材質・技法・形状 大きさ（ｃｍ） 所蔵

土屋 一 黒龍 平成 年 麻紙・岩絵具，墨 × 作家

岡村桂三郎 龍－降臨 － 平成 年 板・岩絵具 × × 作家

菅原健彦 雷龍図 平成 年
杉板・金箔，白亜，墨，

雁皮紙・パネル装
× 作家

第２章 龍の物語

｢元信｣印 琴高仙人・柳鷺・芦雁図 室町時代 世紀 紙本・墨画・軸装 三幅 各 × 泉屋博古館

吉村孝敬 琴高仙人図 天保 年 絹本・墨画淡彩・軸装 × 泉屋博古館

小泉斐 龍に馬師皇図 江戸時代 世紀
紙本・墨画・屛風六

曲一隻
× 明王寺

富岡鉄斎 六六鱗登龍門図 大正 年 紙本・墨画・軸装 × 個人

鈴木松年 神武天皇・素戔嗚尊図屛風 明治 年
絹本・彩色・屛風六

曲一双
各 × 個人

小堀鞆音 経政詣竹生島 明治 年 絹本・彩色・軸装 × 東京藝術大学

小川芋銭 老子 稿本 昭和 年頃 紙本・墨画淡彩・軸装 × 個人

小川芋銭 登龍門 昭和 年
紙本・墨画淡彩・軸

装
径

愛知県美術館 木村

定三コレクション

吉川霊華 離騒 大正 年
紙本・墨画淡彩・軸

装 双幅
各 ×

東京国立近代美

術館

尾竹国観 黄石公張良之図 明治 年頃
絹本・墨画淡彩・軸

装 双幅
各 × 泉屋博古館分館

橋本関雪 琴高騎鯉図 大正 年 絹本・彩色・軸装 × 華鴒大塚美術館

小林古径 竹生島 妙音
明治 ～

～ 年頃
絹本・彩色・軸装 × 福井県立美術館

第３章 仏画における龍

伝 月壺 白衣観音図 元時代１４世紀 絹本・墨画・軸装 × 岡山県立美術館

如意輪観音図 南北朝時代 世紀 絹本・彩色・軸装 × 正光院

十六羅漢図 南北朝時代 世紀 絹本・彩色・軸装 双幅 各 × 福井県立美術館

羅漢図 室町時代 世紀 絹本・彩色・軸装 双幅 各 × 福井県立美術館

狩野友信 羅漢 明治 年頃 絹本・彩色・軸装 × 東京藝術大学

下村観山 十六羅漢 明治 年頃 絹本・彩色・軸装 × 横浜美術館

下村観山 弁才天
明治 ～大正元

～ 年頃
絹本・彩色・軸装 × 水野美術館

下村観山 四眠 大正 年 絹本・彩色・軸装 × 横浜美術館

木村武山 弁財天 大正 年 絹本・彩色・軸装 × 茨城県近代美術館

川端龍子 倣赤不動 昭和 年 紙本・彩色・額装 ×
大田区立川端龍

子記念館

第４章 寺社建築と龍

川合玉堂
徳源寺開山堂天井画

「雲龍図」
大正 年頃 紙本・墨画淡彩・軸装 × 徳源寺

小泉淳作
建長寺法堂天井画

「雲龍図」小下図
平成 年 紙本・墨画・額装 × 横河電機株式会社

土屋 一
瑞龍寺本堂上間之間

障壁画「瑞龍図」
平成 年

麻紙・墨画淡彩・床

貼付，及び襖 面

床部分

×

右側面・襖 面

各 ×

背面・襖 面

各 ×

左側面・襖 面

各 ×

瑞龍寺

展示活動 企画展
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文化庁新進芸術家海外研修制度５０周年記念展

－美術部門－「洋画」「日本画」「版画」

アート、現在進行中

●会期 平成 年 月 日 土 ～平成 年 月 日 日

●主催等 主催：茨城県天心記念五浦美術館， 一般社団

法人 文化庁芸術家在外研修員の会美術

部門

後援：文化庁，日本芸術院，日本美術家連盟，

茨城新聞社，毎日新聞水戸支局，読売新

聞水戸支局，朝日新聞水戸総局，産経新

聞社水戸支局，東京新聞水戸支局，ＮＨ

Ｋ水戸放送局，株式会社茨城放送，北茨

城市

協力：（一般社団法人）文化庁芸術家在外研修

員の会 損保ジャパン日本興亜

企画協力：アート・ベンチャー・オフィス ショウ

●ポスター

●チラシ

●図録 縦 ×横 頁

●開催日数 日

●入場者数 人

●観 覧 料 一般 円／高大生 円

小中生 円

※ 内は 名以上の団体料金

●出品点数 全 点 洋画 点 日本画 点 版画 点）

●内容解説

我が国の芸術分野で活躍する将来有望な若手芸術家を海

外に派遣し，その芸術家がそれぞれ専門分野について研修

する機会を支援する「文化庁新進芸術家海外研修制度 旧：

文化庁芸術家在外研修制度 」は， 年に発足し，今年

周年の節目を迎える。この間，この制度により海外の様々

な国で研修された芸術家は，美術部門では約 名を数

える。海外での貴重な研修体験は，個々の芸術家の滋養と

糧となり，その後の活躍の大きな飛躍にもつながっている。

そして今日の美術の分野において，海外派遣芸術家は日本

美術界を牽引する作家から，清新な作品を発表し続ける俊

英まで，そのめざましい活躍が注目されている。

本展覧会では，これまで研修に参加した研修員の中から，

国内外で活躍されている作家の 点 洋画 点，日本画

点，版画 点 を紹介し，同制度の成果を広く紹介する。

なお，出品作品は，本展のために制作した新作であり，

今日の多様化する美術表現の魅力を味わうことができる展

覧会となる。

●担 当 村山佐知子 首席学芸主事

●関連事業

・出品作家によるギャラリートーク及びサイン会

日時 月 日 土 ， 月 日 日 ， 月 日 日

月 日 日 各日共 ～

・展覧会担当によるギャラリートーク

日時 月 日 土 ～

・来て・見て・発見 アートツアー

日時 月 日 土 ～

・茨城県警察音楽隊ふれあいコンサート

日時 月 日 日 ： ～， ： ～

・新春寄席 初笑い！五浦寄席

日時 月 日 水 ： ～， ： ～

出演 二松亭ちゃん平 社会人落語家

●関連記事

・海外研修制度 周年 企画展 現代美術 潮流たどる

来月２日から五浦美術館 月 日【朝日新聞】

・海外研修制度５０周年展

きょうから県五浦美術館 月 日【茨城新聞】

・日本美術の現在，一望 新進芸術家海外研修 年展

実力作家 人を選抜 月 日【茨城新聞】

・文化庁の芸術家海外研修 周年 五浦美術館で記念展

国内外活躍 人の絵画など 月 日【読売新聞】

●関連放送

・「 日曜美術館アートシーン」

月 日【 テレ】

図録 ポスター チラシ

出品作品一覧

作家名 作品名 制作年 材質・技法・形状 大きさ 縦×横

洋 画

奥谷 博 油彩・キャンバス ×

馬越 陽子 人間の大河－太陽を仰ぎ，月に祈る－ 油彩・キャンバス ×

白野 文敏 内と外・外と内 アクリル，砂・キャンバス ×

今井 信吾 裸婦座像 ミクストメディア・キャンバス ×

絹谷 幸二 旭日富嶽来迎図 ミクストメディア，金箔手張り ×

相笠 昌義 銀座風景 油彩・キャンバス ×

齋藤 研 風景 油彩・キャンバス ×

伊庭 新太郎 アキアカネ 油彩・パネル ×

上條 陽子 穴 アクリル・キャンバス，板，紙，他 ×

村山 きおえ 夕映えのBé 油彩・キャンバス ×

市野 英樹 寝椅子の男 油彩・キャンバス ×

川口 起美雄 油彩，テンペラ・ボード ×

田村 能里子 風に還る日 油彩・キャンバス ×

遠藤 彰子 明日 油彩・キャンバス ×

松永 久 相 油彩，アクリル・キャンバス ×

金森 宰司 ライフ「カフェでの時間」 油彩・キャンバス ×

北 久美子 風のけしき…Ｕ アクリル，アルキット・キャンバス ×

山田 修市 猿Ｂ 油彩，黒箔・キャンバス ×

安達 博文 ドローン テンペラ，アクリル，白亜地パネル ×

久野 和洋 地の風景・坂の道 油彩・キャンバス ×

相田 幸男 平和への起点…ヒロシマ 油彩・キャンバス ×

瀬川 富紀男 眠り 油彩・キャンバス ×

玉川 信一 黒い光 油彩・キャンバス ×

吉岡 正人 部屋を出る テンペラ，油彩・石膏地キャンバス ×

三浦 明範 Ⅱ シルバーポイント，黒鉛，墨・パネルに白亜，カオリン地 ×

福島 瑞穂 出口の無い部屋 油彩・キャンバス ×

石井 武夫 まつりの街角 油彩・キャンバス，アクリル，顔料 ×

滝 純一 沈黙 油彩，テンペラ，金箔・板 ×

蛭田 均 ドレスのある室内 油彩・キャンバス ×

坂本 佳子 Ⅱ 油彩，アクリル・キャンバス ×

山内 和則 室内 油彩・キャンバス ×

石黒 賢一郎 （奔別） 油彩・パネル，キャンバス ×

小川 巧 夢みる頃 油彩・キャンバス ×

中嶋 明 それでもリンゴの木を植える テンペラ，油彩・キャンバス ×

金井 訓志 はな アルキド絵具・パネルに錦布 ×

金子 亨 春の暮 油彩・白亜地，パネル ×

佐藤 幸代 風景の向こう側 ミクストメディア・パネル，和紙 ×

大場 再生 花火のような記憶 油彩・キャンバス ×

川村 悦子 黄いろい花 油彩・キャンバス ×

呉 亜沙 油彩・キャンバス ×

小山 利枝子 透明なエロス アクリル・キャンバス ×

奥谷 太一 油彩・キャンバス ×

展 示 活 動 企 画 展

企画展

文化庁新進芸術家海外研修制度５０周年記念展

－美術部門－「洋画」「日本画」「版画」

アート、現在進行中

●会期 平成 年 月 日 土 ～平成 年 月 日 日

●主催等 主催：茨城県天心記念五浦美術館， 一般社団

法人 文化庁芸術家在外研修員の会美術

部門

後援：文化庁，日本芸術院，日本美術家連盟，

茨城新聞社，毎日新聞水戸支局，読売新

聞水戸支局，朝日新聞水戸総局，産経新

聞社水戸支局，東京新聞水戸支局，ＮＨ

Ｋ水戸放送局，株式会社茨城放送，北茨

城市

協力：（一般社団法人）文化庁芸術家在外研修

員の会 損保ジャパン日本興亜

企画協力：アート・ベンチャー・オフィス ショウ

●ポスター

●チラシ

●図録 縦 ×横 頁

●開催日数 日

●入場者数 人

●観 覧 料 一般 円／高大生 円

小中生 円

※ 内は 名以上の団体料金

●出品点数 全 点 洋画 点 日本画 点 版画 点）

●内容解説

我が国の芸術分野で活躍する将来有望な若手芸術家を海

外に派遣し，その芸術家がそれぞれ専門分野について研修

する機会を支援する「文化庁新進芸術家海外研修制度 旧：

文化庁芸術家在外研修制度 」は， 年に発足し，今年

周年の節目を迎える。この間，この制度により海外の様々

な国で研修された芸術家は，美術部門では約 名を数

える。海外での貴重な研修体験は，個々の芸術家の滋養と

糧となり，その後の活躍の大きな飛躍にもつながっている。

そして今日の美術の分野において，海外派遣芸術家は日本

美術界を牽引する作家から，清新な作品を発表し続ける俊

英まで，そのめざましい活躍が注目されている。

本展覧会では，これまで研修に参加した研修員の中から，

国内外で活躍されている作家の 点 洋画 点，日本画

点，版画 点 を紹介し，同制度の成果を広く紹介する。

なお，出品作品は，本展のために制作した新作であり，

今日の多様化する美術表現の魅力を味わうことができる展

覧会となる。

●担 当 村山佐知子 首席学芸主事

●関連事業

・出品作家によるギャラリートーク及びサイン会

日時 月 日 土 ， 月 日 日 ， 月 日 日

月 日 日 各日共 ～

・展覧会担当によるギャラリートーク

日時 月 日 土 ～

・来て・見て・発見 アートツアー

日時 月 日 土 ～

・茨城県警察音楽隊ふれあいコンサート

日時 月 日 日 ： ～， ： ～

・新春寄席 初笑い！五浦寄席

日時 月 日 水 ： ～， ： ～

出演 二松亭ちゃん平 社会人落語家

●関連記事

・海外研修制度 周年 企画展 現代美術 潮流たどる

来月２日から五浦美術館 月 日【朝日新聞】

・海外研修制度５０周年展

きょうから県五浦美術館 月 日【茨城新聞】

・日本美術の現在，一望 新進芸術家海外研修 年展

実力作家 人を選抜 月 日【茨城新聞】

・文化庁の芸術家海外研修 周年 五浦美術館で記念展

国内外活躍 人の絵画など 月 日【読売新聞】

●関連放送

・「 日曜美術館アートシーン」

月 日【 テレ】

図録 ポスター チラシ
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える。海外での貴重な研修体験は，個々の芸術家の滋養と

糧となり，その後の活躍の大きな飛躍にもつながっている。

そして今日の美術の分野において，海外派遣芸術家は日本

美術界を牽引する作家から，清新な作品を発表し続ける俊

英まで，そのめざましい活躍が注目されている。

本展覧会では，これまで研修に参加した研修員の中から，

国内外で活躍されている作家の 点 洋画 点，日本画

点，版画 点 を紹介し，同制度の成果を広く紹介する。

なお，出品作品は，本展のために制作した新作であり，

今日の多様化する美術表現の魅力を味わうことができる展

覧会となる。

●担 当 村山佐知子 首席学芸主事

●関連事業

・出品作家によるギャラリートーク及びサイン会

日時 月 日 土 ， 月 日 日 ， 月 日 日

月 日 日 各日共 ～

・展覧会担当によるギャラリートーク

日時 月 日 土 ～

・来て・見て・発見 アートツアー

日時 月 日 土 ～

・茨城県警察音楽隊ふれあいコンサート

日時 月 日 日 ： ～， ： ～

・新春寄席 初笑い！五浦寄席

日時 月 日 水 ： ～， ： ～

出演 二松亭ちゃん平 社会人落語家

●関連記事

・海外研修制度 周年 企画展 現代美術 潮流たどる

来月２日から五浦美術館 月 日【朝日新聞】

・海外研修制度５０周年展

きょうから県五浦美術館 月 日【茨城新聞】

・日本美術の現在，一望 新進芸術家海外研修 年展

実力作家 人を選抜 月 日【茨城新聞】

・文化庁の芸術家海外研修 周年 五浦美術館で記念展

国内外活躍 人の絵画など 月 日【読売新聞】

●関連放送

・「 日曜美術館アートシーン」

月 日【 テレ】

図録 ポスター チラシ

出品作品一覧

作家名 作品名 制作年 材質・技法・形状 大きさ 縦×横

洋 画

奥谷 博 油彩・キャンバス ×

馬越 陽子 人間の大河－太陽を仰ぎ，月に祈る－ 油彩・キャンバス ×

白野 文敏 内と外・外と内 アクリル，砂・キャンバス ×

今井 信吾 裸婦座像 ミクストメディア・キャンバス ×

絹谷 幸二 旭日富嶽来迎図 ミクストメディア，金箔手張り ×

相笠 昌義 銀座風景 油彩・キャンバス ×

齋藤 研 風景 油彩・キャンバス ×

伊庭 新太郎 アキアカネ 油彩・パネル ×

上條 陽子 穴 アクリル・キャンバス，板，紙，他 ×

村山 きおえ 夕映えのBé 油彩・キャンバス ×

市野 英樹 寝椅子の男 油彩・キャンバス ×

川口 起美雄 油彩，テンペラ・ボード ×

田村 能里子 風に還る日 油彩・キャンバス ×

遠藤 彰子 明日 油彩・キャンバス ×

松永 久 相 油彩，アクリル・キャンバス ×

金森 宰司 ライフ「カフェでの時間」 油彩・キャンバス ×

北 久美子 風のけしき…Ｕ アクリル，アルキット・キャンバス ×

山田 修市 猿Ｂ 油彩，黒箔・キャンバス ×

安達 博文 ドローン テンペラ，アクリル，白亜地パネル ×

久野 和洋 地の風景・坂の道 油彩・キャンバス ×

相田 幸男 平和への起点…ヒロシマ 油彩・キャンバス ×

瀬川 富紀男 眠り 油彩・キャンバス ×

玉川 信一 黒い光 油彩・キャンバス ×

吉岡 正人 部屋を出る テンペラ，油彩・石膏地キャンバス ×

三浦 明範 Ⅱ シルバーポイント，黒鉛，墨・パネルに白亜，カオリン地 ×

福島 瑞穂 出口の無い部屋 油彩・キャンバス ×

石井 武夫 まつりの街角 油彩・キャンバス，アクリル，顔料 ×

滝 純一 沈黙 油彩，テンペラ，金箔・板 ×

蛭田 均 ドレスのある室内 油彩・キャンバス ×

坂本 佳子 Ⅱ 油彩，アクリル・キャンバス ×

山内 和則 室内 油彩・キャンバス ×

石黒 賢一郎 （奔別） 油彩・パネル，キャンバス ×

小川 巧 夢みる頃 油彩・キャンバス ×

中嶋 明 それでもリンゴの木を植える テンペラ，油彩・キャンバス ×

金井 訓志 はな アルキド絵具・パネルに錦布 ×

金子 亨 春の暮 油彩・白亜地，パネル ×

佐藤 幸代 風景の向こう側 ミクストメディア・パネル，和紙 ×

大場 再生 花火のような記憶 油彩・キャンバス ×

川村 悦子 黄いろい花 油彩・キャンバス ×

呉 亜沙 油彩・キャンバス ×

小山 利枝子 透明なエロス アクリル・キャンバス ×

奥谷 太一 油彩・キャンバス ×
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城市
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員の会 損保ジャパン日本興亜
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●開催日数 日
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●観 覧 料 一般 円／高大生 円

小中生 円

※ 内は 名以上の団体料金

●出品点数 全 点 洋画 点 日本画 点 版画 点）

●内容解説

我が国の芸術分野で活躍する将来有望な若手芸術家を海

外に派遣し，その芸術家がそれぞれ専門分野について研修

する機会を支援する「文化庁新進芸術家海外研修制度 旧：

文化庁芸術家在外研修制度 」は， 年に発足し，今年

周年の節目を迎える。この間，この制度により海外の様々

な国で研修された芸術家は，美術部門では約 名を数

える。海外での貴重な研修体験は，個々の芸術家の滋養と

糧となり，その後の活躍の大きな飛躍にもつながっている。

そして今日の美術の分野において，海外派遣芸術家は日本

美術界を牽引する作家から，清新な作品を発表し続ける俊

英まで，そのめざましい活躍が注目されている。
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●担 当 村山佐知子 首席学芸主事

●関連事業

・出品作家によるギャラリートーク及びサイン会

日時 月 日 土 ， 月 日 日 ， 月 日 日

月 日 日 各日共 ～

・展覧会担当によるギャラリートーク

日時 月 日 土 ～

・来て・見て・発見 アートツアー

日時 月 日 土 ～

・茨城県警察音楽隊ふれあいコンサート

日時 月 日 日 ： ～， ： ～

・新春寄席 初笑い！五浦寄席

日時 月 日 水 ： ～， ： ～

出演 二松亭ちゃん平 社会人落語家

●関連記事

・海外研修制度 周年 企画展 現代美術 潮流たどる

来月２日から五浦美術館 月 日【朝日新聞】

・海外研修制度５０周年展

きょうから県五浦美術館 月 日【茨城新聞】

・日本美術の現在，一望 新進芸術家海外研修 年展

実力作家 人を選抜 月 日【茨城新聞】

・文化庁の芸術家海外研修 周年 五浦美術館で記念展

国内外活躍 人の絵画など 月 日【読売新聞】

●関連放送

・「 日曜美術館アートシーン」

月 日【 テレ】

図録 ポスター チラシ
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作家名 作品名 制作年 材質・技法・形状 大きさ 縦×横

日 本 画

八木 幾朗 分断 岩絵具，墨，顔料，金泥・檜，板戸 ×

内田 あぐり 人体－１ 顔料，紙縒，膠・雲肌麻紙 ×

西田 俊英 月と孔雀 岩絵具・和紙 ×

山本 直彰 岩絵具，箔，アートグルー・薄美濃紙 ×

浅野 均 月夜の記憶と夢 金箔泥，墨，岩彩・楮紙 ×

宮 いつき 午後の時間 岩絵具・麻紙 ×

重政 啓治 田文様 日本画絵具，麻紙 ×

平山 英樹 あした 岩絵具，金箔・雲肌麻紙 ×

依田 万実 岩絵具，金箔・和紙 ×

松倉 茂比古 「霧の中で」 岩絵具，箔・雲肌麻紙 ×

畠中 光享 結願 岩絵具・綿本 ×

伴戸 玲伊子 早春譜 紙本着彩 ×

神 彌佐子 リリアン ソーダ ゼリー 墨，顔料，箔・麻紙 ×

神戸 智行 陽のあたる場所 紙本彩色 ×

町田 久美 丘
青墨，茶墨，顔料，金泥，金箔，銀箔，

金属箔，截金，鉛筆・高知和紙
×

版 画

舩坂 芳助 木版，シルクスクリーン・紙 ×

高柳 裕 Ⅱ 金属凸版，一版多色刷り技法，ジンク，他 ×

小作 青史 通り過ぎる眠 リトグラフ・ベニヤ板 ×

池田 良二
地上より－境界

エッチング，アクアチント，メゾチント・

ベランアルシュ紙に ’ 雁皮刷り
×

若江 漢字 富士讃 アクリル絵具・キャンバス ×

多賀 新 天と地と 色鉛筆・ケント紙 ×

河内 成幸 宇宙の詩（起・承・転・結）鳴門の華 木版画，凸凹摺り，水性木版画 ×

木村 秀樹 アクリル画・キャンバス ×

星野 美智子 闇を讃えて－創造の森 ウォーターレス・リトグラフ，版画洋紙 ×

柳澤 紀子 ・予兆 Ⅶ
ミクストメディア，パステル，鉛筆，版画，ホチキス，

糸，トレーシングペーパー，雁皮紙・特厚三椏紙
×

山口 啓介 二重性 共存する つの顔 分断する世界 アクリル，水彩・板パネル ×

天野 純治 風の領域 ＃ シルクスクリーン ×

筆塚 稔尚 むらぎも２５態 有刺鉄線，着色・手漉き紙（パルプ・楮） × × 個

木下 恵介 ドローイング，アルシュ紙（ 点組） 各 ×

渋谷 和良 通り過ぎる記憶 リトグラフ・シンコレ・アルシュ紙 ×

濱田 富貴 かたち－ “網雫” エッチング，アクアチント，雁皮刷り・ベランアルシュ紙 ×

元田 久治 リトグラフ，インク・紙 ×

入江 明日香 La forêt noire ミクストメディア・紙 ×
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秘蔵の木村武山展

●会期 平成 年 月 日 金 ～ 月 日 日

●主催 茨城県天心記念五浦美術館

●ポスター

●チラシ

●リーフレット 頁

●開催日数 日 平成 年度は 日

●入場者数 人 平成 年度

●観覧料 一般 円／高大生 円

小中生 円

※ 内は 名以上の団体料金

●出品点数 日本画 点

●内容解説

五浦の作家の一人木村武山は，明治から大正，昭和戦前

期にかけて日本美術院の中心画家として活躍している。初

期には歴史画，次いで花鳥画，仏画というように幅広いジ

ャンルに優作を残しながら，岡倉天心のもとで近代にふさ

わしい新しい表現を追究していった。

武山の歴史画は源平時代に題材を多く求めており，物語

の情景描写はもちろん，登場人物の内面まで表現した物語

性豊かな作品で知られ，明治 年代から 年代にかけて

歴史画興隆の一翼を担った。大正期以降花鳥画を多く手掛

けるようになるが，《群鶴 其一 》のような徹底した写生・

写実に基づく作品や，《秋草図屛風》に見られるような琳派

に倣った装飾的な作品を描いた。華麗で明快な色彩による

花鳥画は特に人々に愛され，個人コレクションからなる本

展出品作品においてもその中心となっている。

また，近代における仏画の第一人者とされた武山は，《聖

観音》のような柔らかで優美な色彩感覚の仏画から，緊張

感のある伸びやかな線を生かした紺地金泥による作品まで，

平安時代の仏画をはじめ古今の名画に学びながら，個性を

盛り込んだ作品も残している。こうした武山による研究の

足跡をうかがわせる作品の一つが《不動明王》である。

狩野芳崖《不動明王》 明治 年東京藝術大学蔵 に倣った

作品で，武山の仏画研究が明治期を代表する仏画にまで及

んでいたことをうかがわせる。さらに，《春暖 古面蘭陵王》

は古美術品の写生に基づいており，武山による古美術研究

の足跡をうかがわせ興味深い。

本展では，歴史画・仏画など古典研究の成果を物語る作

品をはじめ，再興第 回院展に出品され，その後長く行方

不明とされてきた《群鶴 其一 》といった武山芸術を代表

する作品など，個人所蔵家の優品・佳品をとおして，武山

芸術の魅力と幅の広さを紹介した。

●担 当 中田智則（首席学芸員）

●関連事業

講演会「新発見の木村武山」

日時 月 日 土 ： ～

講師 中田智則 首席学芸員

展覧会担当によるギャラリートーク

日時 月 日 日）， 月 日 日

各日共 ～

来て・見て・発見 アートツアー

日時 月 日 土 ～

●関連記事

・木村武山の大作 年ぶりに公開 近年確認「群鶴 其一 」

月 日【朝日新聞】

・優雅な花鳥画など 点 日本画家・木村武山の作品展

月 日【読売新聞】

・秘蔵の木村武山展 茨城県天心記念五浦美術館

月 日【両毛新聞】

・ぶんか 本物のような存在感 ｢群鶴 其一 ｣

月 日【読売新聞】

・ 年ぶり「群鶴」公開 優品 点 秘蔵の武山展

月 日【茨城新聞】

●関連放送

・｢はらぺこキッズ｣ 月 日【 ひたち】

・「 県域ニュース」 月 日【 水戸放送局】

ポスター チラシ 鑑賞ガイド ページ

展示活動 企画展

秘蔵の木村武山展

●会期 平成 年 月 日 金 ～ 月 日 日

●主催 茨城県天心記念五浦美術館

●ポスター

●チラシ

●リーフレット 頁

●開催日数 日 平成 年度は 日

●入場者数 人 平成 年度

●観覧料 一般 円／高大生 円

小中生 円

※ 内は 名以上の団体料金

●出品点数 日本画 点

●内容解説

五浦の作家の一人木村武山は，明治から大正，昭和戦前

期にかけて日本美術院の中心画家として活躍している。初

期には歴史画，次いで花鳥画，仏画というように幅広いジ

ャンルに優作を残しながら，岡倉天心のもとで近代にふさ

わしい新しい表現を追究していった。

武山の歴史画は源平時代に題材を多く求めており，物語

の情景描写はもちろん，登場人物の内面まで表現した物語

性豊かな作品で知られ，明治 年代から 年代にかけて

歴史画興隆の一翼を担った。大正期以降花鳥画を多く手掛

けるようになるが，《群鶴 其一 》のような徹底した写生・

写実に基づく作品や，《秋草図屛風》に見られるような琳派

に倣った装飾的な作品を描いた。華麗で明快な色彩による

花鳥画は特に人々に愛され，個人コレクションからなる本

展出品作品においてもその中心となっている。

また，近代における仏画の第一人者とされた武山は，《聖

観音》のような柔らかで優美な色彩感覚の仏画から，緊張

感のある伸びやかな線を生かした紺地金泥による作品まで，

平安時代の仏画をはじめ古今の名画に学びながら，個性を

盛り込んだ作品も残している。こうした武山による研究の

足跡をうかがわせる作品の一つが《不動明王》である。

狩野芳崖《不動明王》 明治 年東京藝術大学蔵 に倣った

作品で，武山の仏画研究が明治期を代表する仏画にまで及

んでいたことをうかがわせる。さらに，《春暖 古面蘭陵王》

は古美術品の写生に基づいており，武山による古美術研究

の足跡をうかがわせ興味深い。

本展では，歴史画・仏画など古典研究の成果を物語る作

品をはじめ，再興第 回院展に出品され，その後長く行方

不明とされてきた《群鶴 其一 》といった武山芸術を代表

する作品など，個人所蔵家の優品・佳品をとおして，武山

芸術の魅力と幅の広さを紹介した。

●担 当 中田智則（首席学芸員）

●関連事業

講演会「新発見の木村武山」

日時 月 日 土 ： ～

講師 中田智則 首席学芸員

展覧会担当によるギャラリートーク

日時 月 日 日）， 月 日 日

各日共 ～

来て・見て・発見 アートツアー

日時 月 日 土 ～

●関連記事

・木村武山の大作 年ぶりに公開 近年確認「群鶴 其一 」

月 日【朝日新聞】

・優雅な花鳥画など 点 日本画家・木村武山の作品展

月 日【読売新聞】

・秘蔵の木村武山展 茨城県天心記念五浦美術館

月 日【両毛新聞】

・ぶんか 本物のような存在感 ｢群鶴 其一 ｣

月 日【読売新聞】

・ 年ぶり「群鶴」公開 優品 点 秘蔵の武山展

月 日【茨城新聞】

●関連放送

・｢はらぺこキッズ｣ 月 日【 ひたち】

・「 県域ニュース」 月 日【 水戸放送局】

ポスター チラシ 鑑賞ガイド ページ

展示活動 企画展

85

展示活動　企画展



出品作品一覧

前期： 月 日 金 ～ 月 日 日

後期： 月 日 火 ～ 月 日 日

作品題名 制作年代 材質・彩色・形状 サイズ 縦×横㎝ 展示期間

曾我兄弟 明治 ～ ～ 年頃 絹本・彩色・軸装 × 前・後

海景図 明治 ～ ～ 年頃 絹本・墨画彩色・額装 二曲一隻屛風 × 前・後

夜桜 明治 ～大正 ～ 年頃 絹本・彩色・軸装 × 後

小禽図 右 明治 ～大正 ～ 年頃 紙本・墨画・額装 扇面 × 後

白花図 左 明治 ～大正 ～ 年頃 紙本・彩色・額装 扇面 × 後

出山之釈迦 明治 ～大正 ～ 年頃 絹本・彩色・軸装 × 後

山鳩 明治 ～大正 ～ 年頃 絹本・彩色・軸装 × 前・後

帰雁 明治 ～大正 ～ 年頃 絹本・彩色・軸装 対幅 各 × 前

不動明王 大正 ～ ～ 年頃 絹本・彩色・軸装 × 前・後

秋草図屛風 大正 ～ ～ 年頃 紙本・金地彩色・六曲一双屛風 各 × 前・後

雨中の柿 大正 ～ ～ 年頃 絹本・彩色・軸装 × 前・後

涼夜 月に葡萄 大正 ～ ～ 年頃 絹本・彩色・軸装 × 前・後

白雲朝陽富士図 大正 ～ ～ 年頃 絹本・金地彩色・額装 面 各 × 前

雪中の雉 大正 ～ ～ 年頃 絹本・彩色・軸装 × 前

錦鷄鳥 大正 ～ ～ 年頃 絹本・彩色・軸装 × 後

秋草 大正 ～ ～ 年頃 絹本・彩色・軸装 × 後

白雲朝陽富士 大正 ～ ～ 年頃 絹本・金地彩色・六曲一双屛風 各 × 前・後

老松二鷹 大正 ～ ～ 年頃 絹本・彩色・軸装 × 前・後

晩秋月夜 稲穂に鶉の図 大正 ～ ～ 年頃 絹本・彩色・軸装 × 前

白菊 大正 ～ ～ 年頃 絹本・彩色・軸装 × 後

聖観音 大正 ～ ～ 年頃 絹本・彩色・軸装 × 前・後

七夕 七月 大正 ～ ～ 年頃 絹本・彩色・軸装 × 前・後

菊 九月 大正 ～ ～ 年頃 絹本・彩色・軸装 × 前・後

群鶴 其一 大正 年 絹本・彩色・六曲一双屛風 各 × 前・後

秋草 大正 ～昭和 ～ 年頃 絹本・彩色・軸装 × 前

双鷄 大正 ～昭和 ～ 年頃 絹本・彩色・軸装 × 後

月に秋草 大正 ～昭和 ～ 年頃 絹本・彩色・軸装 × 後

春暖 古面蘭陵王 昭和 ～ ～ 年頃 紙本・彩色・軸装 × 前・後

雀 昭和 ～ ～ 年頃 絹本・墨画彩色・軸装 × 前

弘法大師 昭和 ～ ～ 年頃 絹本・彩色・軸装 × 前

海老 昭和 ～ ～ 年頃 紙本・墨画金泥・軸装 × 前

飛鶴 昭和 ～ ～ 年頃 絹本・金地彩色・二曲一隻屛風 × 前

旭日双鷄 昭和 ～ ～ 年頃 絹本・彩色・軸装 × 前

富士図 昭和 ～ ～ 年頃 紙本・彩色・額装 × 後

不動明王 昭和 ～ ～ 年頃 絹本・紺地金泥・額装 × 前

勢至菩薩 昭和 ～ ～ 年頃 絹本・紺地金泥・軸装 × 前

八幡大菩薩 昭和 ～ ～ 年頃 絹本・彩色・軸装 × 後

聖観世音菩薩 昭和 ～ ～ 年頃 絹本・紺地金泥・軸装 × 後

神武天皇御尊影 昭和 年 絹本・彩色・軸装 × 前・後

海老 昭和 ～ ～ 年頃 紙本・墨画金泥・軸装 × 後

うなぎ登 昭和 ～ ～ 年頃 絹本・墨画・軸装 × 後

大日如来・天人 昭和 ～ ～ 年頃 紙本・彩色・額装 × 後
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帰雁 明治 ～大正 ～ 年頃 絹本・彩色・軸装 対幅 各 × 前

不動明王 大正 ～ ～ 年頃 絹本・彩色・軸装 × 前・後

秋草図屛風 大正 ～ ～ 年頃 紙本・金地彩色・六曲一双屛風 各 × 前・後

雨中の柿 大正 ～ ～ 年頃 絹本・彩色・軸装 × 前・後

涼夜 月に葡萄 大正 ～ ～ 年頃 絹本・彩色・軸装 × 前・後

白雲朝陽富士図 大正 ～ ～ 年頃 絹本・金地彩色・額装 面 各 × 前

雪中の雉 大正 ～ ～ 年頃 絹本・彩色・軸装 × 前

錦鷄鳥 大正 ～ ～ 年頃 絹本・彩色・軸装 × 後

秋草 大正 ～ ～ 年頃 絹本・彩色・軸装 × 後

白雲朝陽富士 大正 ～ ～ 年頃 絹本・金地彩色・六曲一双屛風 各 × 前・後

老松二鷹 大正 ～ ～ 年頃 絹本・彩色・軸装 × 前・後

晩秋月夜 稲穂に鶉の図 大正 ～ ～ 年頃 絹本・彩色・軸装 × 前

白菊 大正 ～ ～ 年頃 絹本・彩色・軸装 × 後

聖観音 大正 ～ ～ 年頃 絹本・彩色・軸装 × 前・後

七夕 七月 大正 ～ ～ 年頃 絹本・彩色・軸装 × 前・後

菊 九月 大正 ～ ～ 年頃 絹本・彩色・軸装 × 前・後

群鶴 其一 大正 年 絹本・彩色・六曲一双屛風 各 × 前・後

秋草 大正 ～昭和 ～ 年頃 絹本・彩色・軸装 × 前

双鷄 大正 ～昭和 ～ 年頃 絹本・彩色・軸装 × 後

月に秋草 大正 ～昭和 ～ 年頃 絹本・彩色・軸装 × 後

春暖 古面蘭陵王 昭和 ～ ～ 年頃 紙本・彩色・軸装 × 前・後

雀 昭和 ～ ～ 年頃 絹本・墨画彩色・軸装 × 前

弘法大師 昭和 ～ ～ 年頃 絹本・彩色・軸装 × 前

海老 昭和 ～ ～ 年頃 紙本・墨画金泥・軸装 × 前

飛鶴 昭和 ～ ～ 年頃 絹本・金地彩色・二曲一隻屛風 × 前

旭日双鷄 昭和 ～ ～ 年頃 絹本・彩色・軸装 × 前

富士図 昭和 ～ ～ 年頃 紙本・彩色・額装 × 後

不動明王 昭和 ～ ～ 年頃 絹本・紺地金泥・額装 × 前

勢至菩薩 昭和 ～ ～ 年頃 絹本・紺地金泥・軸装 × 前

八幡大菩薩 昭和 ～ ～ 年頃 絹本・彩色・軸装 × 後

聖観世音菩薩 昭和 ～ ～ 年頃 絹本・紺地金泥・軸装 × 後

神武天皇御尊影 昭和 年 絹本・彩色・軸装 × 前・後

海老 昭和 ～ ～ 年頃 紙本・墨画金泥・軸装 × 後

うなぎ登 昭和 ～ ～ 年頃 絹本・墨画・軸装 × 後

大日如来・天人 昭和 ～ ～ 年頃 紙本・彩色・額装 × 後

展示活動 企画展

※作品はすべて個人所蔵です。
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２ 岡倉天心記念室

●概要 多方面にわたる岡倉天心の生涯や業績を書簡や遺品など貴重な資料によって紹介するほか，天心の指導を受けて近

代日本美術の発展に大きく貢献した五浦の作家たちの作品を紹介した。

五浦の作家たちの作品展示
茨城県近代美術館等が所蔵する横山大観，下村観山，菱田春草，木村武山ら五浦の作家たちの作品を選び，年６回の展示を

行った。

●会期及び出品目録

№ 作者名 生没年 作品名 制作年 材質・技法・形状 寸法 縦×横 備考

■第 回 平成 年 月 日 金 ～ 月 日 日
横山 大観 水國の夜 明治 年頃 絹本・彩色・軸装 ×

横山 大観 月明 昭和６年頃 絹本・彩色・軸装 136.6×41.7

横山 大観 月満山 昭和 年 紙本・彩色・軸装 ×

菱田 春草 春の漁 明治 年 絹本・淡彩・軸装 × 寄託

木村 武山 五浦の朝 明治 ～ 年 絹本・彩色・軸装 ×

■第 回 平成 年 月 日 火 ～ 月 日 金
横山 大観 朝顔日記 明治 年頃 絹本・彩色・軸装 ×50

横山 大観 樹下美人 明治 年頃 絹本・彩色・軸装 ×51

菱田 春草 菊慈童 明治 年 絹本・彩色・軸装 ×

下村 観山 納涼図 明治 年頃 絹本・彩色・軸装 ×50

木村 武山 日本武尊 明治 年頃 絹本・彩色・軸装 ×4 寄託

■第 回 平成 年 月 日 土 ～ 月 日 日
横山 大観 隠棲 明治 年 絹本・彩色・軸装 ×49

菱田 春草 砧 明治 年頃 絹本・彩色・軸装 ×

下村 観山 高士観瀑 大正８年
絹本・彩色・軸装

（対幅）
各142.2×55.3

木村 武山 小楠公 明治 年頃 紙本・彩色・軸装 ×

木村 武山 菅公太宰府配處之図 明治末期 絹本・彩色・軸装 ×

■第 回 平成 年 月 日 火 ～ 月 日 金

横山 大観 飛泉 明治 年 絹本・彩色・軸装 125.3×41.2 と対幅

菱田 春草 秋渓 明治 年 絹本・彩色・軸装 125.3×41.3 と対幅

菱田 春草 猫に烏 明治 年
紙本・金地彩色・屛風

（二曲一双）
各 ×

木村 武山 黒猫 大正７年頃 絹本・墨画・軸装 ×

■第 回 平成 年 月 日 土 ～平成 年 月 日 日

横山 大観 岩礁の鵜 明治 年 絹本・彩色・額装 × 寄託

横山 大観 雪影 明治 年 絹本・彩色・額装 × 寄託

横山 大観 松月雪景 明治 ～ 年 絹本・彩色・額装 × 寄託

菱田 春草 帰漁 明治 年 絹本・墨画・額装 ×

下村 観山 帰猟の図 明治 ～ 年 絹本・彩色・額装 × 寄託

■第 回 平成 年 月 日 火 ～ 月 日 日

横山 大観 秋の夕 明治 年 絹本・彩色・軸装 × と対幅

菱田 春草 柴舟 明治 年 絹本・彩色・軸装 ×

菱田 春草 春の朝 明治 年 絹本・彩色・軸装 × と対幅

下村 観山 日の出／雪梅 明治 年頃
絹本・彩色・軸装

（対幅）
各 ×

木村 武山 貴紳観桜図 明治 ～ 年頃 絹本・彩色・軸装 ×50
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資料テーマ展示
天心及び五浦に関わりのあるテーマに関して調査・研究した内容を，収蔵資料や解説パネルにより紹介した。

●テーマ名 仏像を守り抜いた男 新納忠之介 ～新納忠之介と天心～

●会 期 平成 年 月 日 木 ～ 月 日 土

●内容解説 新納忠之助は岡倉天心の指導下で，文化財保護を目的に明治 年代から仏像・神像の修復を行った人物として

知られる。近代的な文化財の修復方法が未確立の中，現状維持を基本とする修復理念とその手法を開拓し，日

本美術院の国宝修理部門である日本美術院第二部（現・公益財団法人美術院）を牽引していった。テーマ展示

では，新納の旧蔵品を数回に分けて展示し，文化財保護の礎を築いた新納の業績を紹介した。第 回目となる

本展示では，新納と天心との交流を紹介した。（第 回目は平成 年度実施）

●展示資料

●担 当

・岡倉天心「書簡・新納忠之介宛」明治 年 月 日

・黒板子「葉書・新納忠之介宛」明治 年 月 日消印

・安田靫彦「葉書・新納忠之介宛」明治 年 月 日

塩田釈雄 学芸員

●テーマ名 仏像を守り抜いた男 新納忠之介 ～新納の国際的な活動～

●会 期 平成 年 月 日 金 ～平成 年 月 日 日

●内容解説 第 回目となる本展示では，新納の海外での活動を伝える 点の資料を展示した。新納は明治 ～ 年にかけ

て，アメリカ・ヨーロッパに滞在している。一つ目の資料は，五浦の天心からボストン美術館で仏像修復を行

う新納に宛てた書簡で， 年に開催が予定されている日英博覧会とヨーロッパの視察ができるよう，各方面に

交渉している様子がうかがえる。二つ目は，新納の明治 年の日記であり，ヨーロッパでの詳しい旅程や，現

地で西洋彫刻をスケッチしたものなどが記録されている。

●展示資料

●担 当

・岡倉天心「書簡・新納忠之介宛」明治 年 月 日

・新納忠之介「欧州での記録等」明治 年

塩田釈雄 学芸員

１ 美術講演・講座

講演会

企画展等に関するテーマの講演会を開催した。

期日 講演名 講師 内容 会場 参加人数

スペシャルトーク 工藤美幸

（佐久市立近代美

術館専門員）

企画展のオープニングにあわせ，佐久市立近

代美術館のスタッフによるスライドや展示

室での作品解説を行った。

講堂

及び

展示室

山の日記念講演会

「信州から来た日本画

たち－佐久市立近代美

術館コレクション」

中田智則

（首席学芸員）

海外の前衛的な美術から影響を受けつつも，

次第に日本の伝統美術に回帰していった戦

後日本画の展開を，佐久市立近代美術館所蔵

の日本画を中心に解説した。

講堂

合計

実技講座・ワークショップ等

日本画をより深く鑑賞することをねらいとした実技講座や，展覧会の内容と関連したワークショップ等を実施した。

期日 テーマ 講師・担当 内容 会場 参加人数

～ 「 ’ マーブリン

グ アート！」

マーブリングの技法を使って着色

し，オリジナルカードを作った。

講座室

教員向け実技講座 横山智絵

（主任学芸主事）

日本画の技法で，季節の花を描い

た。

講座室

～ つくっちゃおう！マ

イ・ベーゴマ

溶かした金属を型に流し込み，オ

リジナルのベーゴマを作った。

講座室

～ チャレンジ！むかし

あそび

川又計之輔（日本けん

玉協会水戸支部代表）

むかし遊びコーナーを設置し，ベ

ーゴマや竹とんぼで遊んだ。

エントラン

スロビー

新春寄席

「初笑い！五浦寄席」

吉田翔真，五十嵐理子

茨城大学落語研究会

当館初となる茨城大学落語研究会

による新春寄席を行った。

講堂

～ 日本画体験実技講座

「春を告げる

花と小鳥を描く」

河本真里（日本美術

院院友，第 回天心

記念茨城賞受賞）

日本画の技法を使い，野鳥と梅の

花を描いた。

講座室

マーブリング

缶バッチ

マーブリングの技法を使って着色

し，缶バッチを作った。

講座室

合計

２ ギャラリートーク

企画展ギャラリートーク

当館職員や外部ゲストによる企画展会場での作品解説。

期日 展覧会名 解説者 参加人数

郷さくら美術館名作選 受け継がれる日本のこころ 中田智則（首席学芸員）

平松礼二展－響きあう光と色彩 平松礼二

平松礼二展－響きあう光と色彩 横山智絵（主任学芸主事）

平松礼二展－響きあう光と色彩 横山智絵（主任学芸主事）

平成の日本画－時代を拓く画家たち 中田智則（首席学芸員）

平成の日本画－時代を拓く画家たち 永宮勤士（副主任学芸員）

日本画、新しき風にのせて 中田智則（首席学芸員）

招福 吉祥のかたち 富永京子（首席学芸主事）

国際交流基金所蔵 海を渡った日本の名品 塩田釈雄（学芸員）

Ⅱ 普及活動
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